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   午前10時00分 開議   

○議長（浅沼幸雄君）  おはようございます。 

 これより本日の会議を開きます。 

 これより本日の議事日程に入ります。 

────────────────── 

   日程第１ 一般質問   

○議長（浅沼幸雄君）  日程第１、一般質問を

行います。 

 順次質問を許します。２番佐々木恵美子君。 

   〔２番佐々木恵美子君登壇〕 

○２番（佐々木恵美子君）  おはようございま

す。佐々木恵美子です。 

 本日は桃の節句です。新型コロナウイルス感

染予防対策で、市内の学校が臨時休校。各種行

事イベント等も中止となっている状況です。こ

のような時期だからこそ、せめて今夜は食卓を

囲みながら、子どもたちのひな祭りをお祝いし

たいと考えている御家庭が多いかと想像します。 
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 私も、現役子育て世代です。その子育て世代

が気になる子育て環境について、昨日も同僚議

員から子育て支援等についての質問がありまし

たが、私は切り口を変えて質問をいたします。 

大綱１、子育て環境について。 

 遠野わらすっこプランについてお聞きしてい

きます。 

 遠野市のわらすっこ条例制定から10年を迎え

ることから、現在の社会情勢を踏まえて、先般、

その条例が一部改正されました。そのわらすっ

こ条例の歴史といいますか、最初に制定された

背景を振り返ってみました。 

 平成21年３月定例会へ、遠野市少子化対策子

育て支援プランをもとに、わらすっこ条例制定

についての議案が提出されました。 

 その中で、当時の議員から、少子化対策子育

て総合プランについて大きな狙いは何かとの問

いがあり、市長は次のように述べております。

「遠野に住む子どもたちが、遠野で生まれて住

んでよかった、健康で元気に、そして幸せで暮

らせる町を目指す」「子育てするなら遠野市と

いうような、感じてもらえるための市の約束事

として、条例の制定を行いたい」との答弁が会

議録にあります。 

 岩手県では最初に設定されたわらすっこ条例

です。当初は、理念と財源の２本柱で、後にプ

ランという柱が加わり、現在は、プラン、理念、

財源、この３本柱で進められていると、昨日の

同僚議員への答弁でもありました。 

 条例制定に先立ち、平成20年２月に、わらす

っこプランが制定され、毎年のプランづくり、

平成27年からは５カ年計画として作成されてお

ります。 

 今定例会には、令和２年から令和６年度まで

の第２次遠野わらすっこプラン５カ年計画が示

されております。 

 市長にお伺いします。第１次とも言える令和

元年度までの遠野わらすっこプランと、このた

びの第２次遠野わらすっこプランでは、進化さ

れた点、強化された点はどのようなものでしょ

うか。 

○議長（浅沼幸雄君）  本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君）  佐々木恵美子議員の一

般質問にお答えいたします。 

 子育て環境という一つの項目の中から、第１

次と第２次のわらすっこプラン、進化あるいは

強化された点はどのようなものかと。中で、10

年前、平成21年にわらすっこ条例を制定しなが

ら、子育てするならば遠野というものを標榜し

ながら、さまざまな取り組みを進めてきたこの

10年で、大きく社会経済情勢も変わり、少子化

といったようなものも歯どめもかからず、一方

においては、それが高齢化、人口減少というも

のに、現状が、今はこの我々市町村にも押し寄

せているというような状況にあるわけでありま

す。ただいまの御質問の中にも、いろいろその

経過が述べられておりました。 

 新たなわらすっこプラン、遠野のわらすっこ

プラン、第２次遠野市少子化対策子ども子育て

支援総合計画、これは通称第２次遠野市わらす

っこプランという、そのような位置づけの中か

ら、御質問にありましたとおり、令和２年度か

ら令和６年度の５カ年計画として策定をしたと

いうことであります。 

 本、この計画につきましては、遠野市総合計

画を上位計画として、遠野スタイル創造発展総

合戦略などの関連計画との整合性を図ると、こ

れも当然のことなわけであります。 

 またもう一つ、これは、進化した点という中

につきまして強調したいわけでありますけども、

これは、よく行政が陥る一つの、何と申します

か、仕組みなわけでありますけども、市町村子

ども・子育て支援事業計画というものがある。

もう一つは、次世代育成支援行動計画といった

ものもあると。さらには、第５次母子保健計画

といったようなものもある。そのような、それ

ぞれの市町村の努力義務になっている子ども貧

困対策計画、また、ひとり親家庭等を自立促進

計画、このような計画があるわけであります。

これが、それぞればらばらになっていったんで

は、一体何が何だかわかんないってことで、よ
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くあるわけであります。 

 これは、私も市長という職の中にありまして、

ばらばらになっているっていうことは、簡単に

は言える立場ではないわけでありますけども、

よくそれが、みんなそれぞれの計画が、計画の

中で成り立っているっていうのは中にあるとい

うことにも十分配慮しながら、新たに定めた、

こういったような計画を全て包含し、子ども・

子育てに関する総合プランとして位置づけたと

いうところに大きな特徴を見出すことができる

んじゃないのかなと思っております。 

 これは、それぞれが縦の中で、国、県そして

市町村という中で、それぞれ部署が違う、法律

が違う、あるいはそれぞれの担当も違うという

ことになってしまうと、今のような話が、ばら

ばらな計画になって、それを包含した総合プラ

ンとして位置づけたというところにやはり一つ

の進化というものは見出すことができるんじゃ

ないのかなと思っております。 

 御質問にありましたとおり、この３本柱とし

て位置づけているわけでありますので、子ども

たちはもちろんであります。もちろんでありま

すけども、子育てを市民みんなで支援、応援し

ていこうという、そのような総合的な見直しを

行ったというところにも、一つの見直しの進化

の形を見出すことができるんじゃないのかなと

思っております。 

 御質問にありましたとおり、わらすっこ条例

については、平成21年でありますから、震災前

であったわけであります。10年、子育てするな

らば遠野というものの中でわらすっこ条例、今、

私も思い出しておりますけども、10年以上前で

ありましたけども、わらすっこ条例にしようじ

ゃないかって言ったときに、方言を使った平仮

名の条例というものも、なかなかなじまないよ

という話もあったんだけども、いや、違うと、

遠野なんだと、わらすっこ条例にしようじゃな

いかっていうことを言いながら、職員、関係者

ともどもこのような条例を制定しながら、取り

組んできたっていう経過をしっかりと総括しな

がら、やはり新たな一つの時代の流れに沿った

この総合計画としての３本柱を、まさに総合力

で進めていかなければならないと、そういう一

つの立場であり、また決意を持っていることを

申し上げて答弁といたします。 

○議長（浅沼幸雄君）  ２番佐々木恵美子君。 

   〔２番佐々木恵美子君登壇〕 

○２番（佐々木恵美子君）  いろいろ含めまし

て、本当に市民みんなで総合力を持って子育て、

子どもを支援していくんだ、それを総合計画に

おさめているっていうことで認識いたしました。 

 このプランですけども、少子化対策としての

遠野わらすっこプランプランでもあると認識し

ています。策定当時のプランには、合計特殊出

生率について、目標2.08と掲げておりました。

この数値は国の指標であり、当時の遠野市の合

計特殊出生率は1.9であったと確認しています。 

 その合計特殊出生率について、今から６年ほ

ど前になりますが、平成26年12月の一般質問の

答弁で、市長がこのように述べております。

「遠野は1.9という数字を持っているわけであ

るから、やり方によっては決して届かない数字

ではない」と、悲観することのない、前向きで

意気込みを持った答弁と感じました。ですので、

遠野市は、わらすっこ支援の先進的自治体とし

て積極的な支援事業を立ち上げ、現在も子育て

サポートに取り組んでいただいていると感じて

おります。 

 しかしながら、合計特殊出生率の数値は目標

に近づかない、近づけていないと捉えます。 

 市長にお伺いします。第２次遠野わらすっこ

プランでは、合計特殊出生率の目標値が1.80と

されておりますが、このような数値としたその

背景についてお聞かせください。 

○議長（浅沼幸雄君）  本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君）  少子化対策ということ

で、前に私が述べたことも引き合いに出しなが

ら、この問題にどう取り組むのかということで

の御質問でありました。 

 合計特殊出生率、15歳から49歳までの女性の

方が出産する子どもの数と、これは申し上げる
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までもなく、御承知のことというように思って

おりますけども、この中で、わらすっこプラン

におきましては、人口減少から増加に転じてい

くというための指標といたしまして、この合計

特殊出生率は2.08ということが言われているわ

けであります。そうすると、人口減少に歯どめ

というものがかかる、2.08という、これが一つ

の数値なわけでありますけども、平成24年の実

は合計特殊出生率は、遠野市は1.91でありまし

た。県内でも上位に位置していたということも、

一つの紛れもない事実としてあるわけでありま

す。 

 そのような中で、出産適齢期の人口減少など

の要因というものが背景にあります。さらに少

子化が進行し、近年の遠野市の合計特殊出生率

は1.71というところになってきております。未

婚や晩婚化、さらには共働き世帯の増加から、

出生数の減少につながっているんではないのか

なというように分析をいたしております。 

 そのような状況の中にありましても、市とい

たしましては、少子化対策として、いうところ

の男女の出会いから結婚、妊娠、出産、子育て

から、まさに孫育という言葉もあるわけであり

ますけども、そういった中で、切れ目のない支

援の施策を構築するために、先ほど申し上げま

したとおり、総合プランとして位置づけたとい

う中にあるわけでございますので、やっぱりそ

れは、例えば少子化だからこっちだ、子育てか

らこっちだということじゃなくして、みんなで

やっぱり総合的に取り組んだ、挑戦をしていか

なきゃならない一つの数字として位置づけられ

るんではないのかなというふうに思っておりま

す。 

 令和２年度から始まる第２次わらすっこプラ

ンの最終目標値といたしまして、５年前よりも、

1.91だったわけでありますけどね、５年前より

も低く設定してるものの、現状の一つの0.09を

加えた1.80と位置づけたと、これでありますの

で、この数字をしっかりと認識をしながら、さ

まざまな可能性に挑戦していきたいというふう

に思っております。 

 第２次わらすっこプランに基づきまして、14

回を数える婚活事業を行っております。遠野の

縁結び、さらには令和２年度には、89事業にも

及ぶ全庁的な取り組みで、さまざまな子育て施

策を展開をしてまいりたいというふうに思って

おりまして、具体的には、新規事業といたしま

しては、子育て家庭支援としてのヘルパーを派

遣する事業のほか、ＩＣＴの活用による夜間の

健康医療相談事業など、子育て家庭に対するき

め細かい事業を展開しながら、安心して産み育

てる環境づくりにさらに努力をしながら、設定

をいたしました1.90といったものに近づくよう

に、そのように全力を挙げて少子化問題も取り

組んでまいりたいというように考えています。 

○議長（浅沼幸雄君）  ２番佐々木恵美子君。 

   〔２番佐々木恵美子君登壇〕 

○２番（佐々木恵美子君）  今の御答弁の中で、

合計特殊出生率の数値の変化、どういった背景

があるか、その時代時代による、でも、総合的

に、やはりその結婚の適齢期、適齢期の出産の

数とか、少子化ももちろんございますし、女性

の結婚スタイルもさまざま変わっているけれど

も、総合力を持って挑戦していかなければいけ

ないっていう前向きである姿勢には変わりない

というふうに捉えました。 

 その中で、先ほど一般質問の市長の答弁の中

にありました、やり方によっては、市長みずか

らおっしゃったわけですけども、そのやり方、

今後の取り組み方ですが、今、先ほど89事業も、

支援策もあるし、結婚に、婚活についても事業

が持っている。それぞれ総合力で事業、プラン

組んでいるんだっていうお話でありましたが、

もうそこじゃなく、もっと切り口変えて、目先

変えて少子化対策について取り組まなきゃいけ

ないんじゃないかなっていう時期であると私は

思うんですが、遠野市独自の施策を検討する必

要はあるとは市長のほうのお考えはありません

でしょうか、お伺いします。 

○議長（浅沼幸雄君）  本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君）  ただいまの御質問の中
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で、遠野市独自のというお話がありました。こ

れは。やっぱり極めて大事な一つのキーワード

ではないのかなというように思っております。 

 かつては1.91という、非常に県内でも高い合

計特集出生率を確保していた遠野市であります。

そして、いうところの、何と申しますか、核家

族じゃない、３世代といったような世帯数も、

非常に遠野は高いというような、そのような裾

野を、現状を見れば、まさに総合力で取り組め

ば、さまざまな形での一つの施策と、少子化と

いったものにも一定の手応えを感じるような対

応ができるんではないのかなというように思っ

ております。 

 ちなみに、今般提案を申し上げております17

2億5,000万ほどの一般会計予算案につきまして

は、２年度のわらすっこ基金の財源といたしま

して、1,000万円を積み立てております。そし

て、これは、児童生徒の成長にかかわる事業に

幅広く、裁量を持って幅広く活用できるという

仕組みに持ち込んだところであります。 

 やはりいろいろ、それぞれのニーズにきめ細

かく対応するためには、制度の縛りがあっては

なりません。やっぱり、ケース・バイ・ケース

でそれぞれの現場が判断していくということも、

また必要なわけでありますから、わらすっこ基

金にもそのような使い勝手のいい一つの財源と

して、そのようなことも手当てをしたというこ

ともあるわけであります。 

 さらには、独自のという話の中でであります

けども、これにつきましては、これも繰り返し

言いますけども、子育てするならば遠野をキャ

ッチフレーズにしながら、常に時代を先取りす

るような少子化対策、子育て支援、これを一つ

取り組んできているわけでありますけども、総

合的な事業計画で終わらせないことによりまし

て、これを一つ一つ確実なものに、先ほど申し

上げましたとおり、わらすっこ基金なども活用

しながらということになろうかというように思

っておりますので、安心して産み育てるという

一つの環境づくり、そのためにはやっぱり産業

振興であります。さらには、雇用の一つの環境

の確保であります。 

 これが一体的に取り組まなれければ、やっぱ

り生活が、あるいは、１人お子さんを持ったん

だけども、やはり２人目、３人目というように

なれば、生活ということもあるわけであります

から、そのような環境もしっかりつくらなけれ

ばならない。 

 そしてまた、今、冒頭に質問がありましたと

おり、新型コロナウイルスの問題も、今、大き

な問題なっているわけでありますけども、小中

高の一斉休校という一つの政府の方針に基づい

て、共働きの方、まさに育児中の方々、子育て

に取り組んでいる方々が、非常に困惑をしてい

るというような現状の中に、やはり我々もそう

いう現状にもしっかり目を向けながら、きめ細

かくやはり対応していくということになるんじ

ゃないのかなと思っております。 

 例えば、これまでも取り組んでまいりました

助産院ねっと・ゆりかごの設置、あるいは病児

等の保育施設の開所、さらには放課後児童クラ

ブの無償化、一方においては、養育支援事業と

いったような、遠野ならではの事業を取り組ん

できているわけでありますけども、もう時代の

変化とともに、このねっと・ゆりかごのあり方

などもまた第２ステージに入っていかなきゃな

らない、そのような状況にあるわけでございま

すので、産み育てる一つの対応のためには、今

後も皆様の、佐々木議員をはじめ、保護者の

ニーズに対応するために、新しい思い、アイデ

ィアと、そのような提案などもどんどんいただ

ければということも申し上げて、答弁といたし

ます。 

○議長（浅沼幸雄君）  ２番佐々木恵美子君。 

   〔２番佐々木恵美子君登壇〕 

○２番（佐々木恵美子君）  再質問させていた

だきたいと思います。 

 今の御答弁の中で、ニーズに合ったものを、

支援事業を考えていかなければならないという

ふうな姿勢であると捉えましたが、おっしゃっ

たとおり雇用環境、保護者のやはり非正規では

なく、正社員になりたいっていう思いを持ちな



－ 88 － 

がら、諦めているっていう親御さんも結構いら

っしゃいます。それは、ニーズ調査の中でも出

て、答えの中にありました。 

 ですので、なぜ、正規職員になりたいかって

いう思いの中には、やはり経済、家庭経済の充

実を目指したいっていう思いがあるかです。 

 子育て、わらすっこ条例では、18歳までとな

っていますけども、皆さん、出産してから一番

かかるのがやはり18歳以降、その先進学すると

き、専門学校であれ大学であれ、その進学先の

授業料等を踏まえ、また遠野にはないものです

から、やはりそこでの拠点となるエリアでの生

活する生活費を考えると、やはり出産段階でど

うしてもセーブしてしまうっていうのはなくは

ないと、あるって言い方、あることあるってこ

とです。そこを考えると、先ほどわらすっこ基

金のほうに積み立てはしてあるっていうことで

もありますけども、そうではなく、また別な方

向性で支援を考えていくっていうことも必要だ

と思います。 

 その部分に関しましては、やはり今回の一般

質問ではなく、今後の予算委員会、もしくはま

た違った形で提案していきたいと思ってはおり

ます。 

 そのほかにも、この場で申し、ちょっとお伝

えしたいと思うのは、やはり若者、先日もちょ

っと、遠野に戻ってくる若い方から話があった

んですが、やはり遠野、地元を離れると、遠野

の情報が全くない、それがやっぱり欲しいなっ

てことでありました。 

 やはり就職であれ、進学であれ、遠野を離れ

ていった若者とどうかかわりを、長くつながっ

ているか、そこでふるさとの情報を発信し、ふ

るさとが今こういうふうになっているんだ、こ

ういう職業が求められているんだっていうこと

を、常に交流を深めながら流すことで、ふるさ

とに戻りたいっていう気持ちを培うってことも

施策の一つになってくるかと思いますし、また、

女性の力ですね。女性の力をいかに活用してい

くかっていうことが、すごく経済状況にとって

もよいかと思うんですね。 

 どの家庭でもあるかと思いますけども、家庭

の経済力を握っているのは女性じゃないかと思

います。女性の力をどうやって培って、引き出

すか。保護者の皆さんは、女子のお子さんを持

っている方は、特に資格を取らせたいっていう

んです。やはり就職して、やめた後、再雇用す

るには、やはり資格がないと、その後の所得に

大きな差が出る。だから、女子には、女子教育

には資格が必要だ。だから、学校に通わせたい

って思いでも、多くの方がいらっしゃいます。 

 ですので、その辺も、今後の先、御検討して

いただきたいことでもありますので、さらには、

女性の力、先ほど申しましたように、意識づけ、

女性の意識改革が今進められている中で、やは

りどんどん変わってくると思うんです。女性が

さまざまな、参画する機会を得て、意識が変わ

り、所得にもつながり、そうすると気持ちにゆ

とりが芽生えると、もしかしたら、もう一人子

どもがいてもいいかなって思う気持ちもなるか

もしれません。 

 さまざまな経済効果もあるかと思いますし、

少子化対策になるかと思いますので、その点に

つきましては、改めてまた提言させていただき

たいと思います。 

 次、大綱２に入らせていただきます。 

 子育て世代を含めた働き方について。子育て

環境と職場の環境は、切っても切れないものと

考えます。 

 では、その職場においての子育て世代を含め

た働き方について、さらに深く考えて行かなけ

ればなりません。 

 今まさに起きていること、先ほど市長からも

お話がありました、国からの要請によって、学

校関係は全国一律臨時休校となり、子どもたち

の安全・安心をどう守るのか、けさもどのニ

ュースもその対応のことでした。 

 ここ数日、市内の御家庭でも、親子でこの休

みの過ごし方について話し合ったのではないか

と思います。 

 市内の事業者の皆さんも、子育て中の従業員

について、適切な対応に取り組まれていると想
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像します。 

 きのうの一般質問の中では、子育て中の職員

について、職員同士で協力し合うとの市長の答

弁がありました。 

 このような緊急なときですが、もし、職員の

中で、病気療養中の職員がおりましたら、せか

すことなく療養していただけるように、配慮し

ていただけたらと思います。 

 昨年度のニーズ調査では、何かあったとき、

子どもを預けられる祖父母、知人がいると答え

ている方が多いと見ました。とはいえ、家族の

形態が変化しています。一つ屋根の下で暮らす

大家族から核家族、遠野においては何かあれば

頼れる両親がすぐ近くにいることが、安心の庭

先核家族といった様子でしょうか。 

 祖父母の世代も仕事をしている、年金受給の

年齢が引き上げられたこともあり、定年退職後

も非常勤、パート勤務で働いている方が多い昨

今です。 

 その祖父母に元気な子どもを預けるのは躊躇

しないけど、体調を崩した子どもの世話を仕事

を休んで見てちょうだいとは言いづらいと聞き

ます。 

 また、できれば療養している子どものそばに

いて過ごしたいと思うことは、親としての心情、

本音です。ニーズ調査でも、できれば自分で見

たいという答えが多いです。これは、病気にな

ったときですね、そばで見たいっていう思いを

持っている親御さんが、お父様、お母様どちら

でもニーズ調査では多かったというふうに見ま

した。 

 この心情は、たとえ体が大きくした中学生、

高校生になっても、親であれば、自然な気持ち

です。普段は仕事でばたばたしているので、体

調を崩した子どものそばで手をかけたいと思う

のは、せめてこんなときはの気持ちです。 

 しかし、職場で働いている方は、子どもを理

由に休みがとりづらいと調査で答えている方が

多く、子育て施策として、子育てについて職場

が理解してくれる環境を望む声が、答えが多く

あります。 

 第２次遠野わらすっこプランの施策体系、基

本理念、目指すべき姿２に、安心して産み育て

られる環境づくりとしての重点施策は次のとお

りです。安心して産み育てられる環境の推進、

子育てを支援する生活環境の整備、職業生活と

家庭生活の両立、子ども等の安全確保の推進、

母子保健計画には、ゆったりとした気分で子ど

もと過ごせる時間がある母親の割合をふやす目

標値も示されています。 

 この施策体系、基本理念、目指すべき姿、目

標値を実現するためには職場の理解ということ

が必要不可欠なことだと考えます。 

 市長が考える働きながら子どもを育てやすい

環境とはどのようなことでしょうか、お伺いし

ます。 

○議長（浅沼幸雄君）  本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君）  ただいまの御質問をお

聞きしながら、まさに子育てをしている女性な

らではの視点の中での御質問と承ったところで

あります。 

 安心して子どもを産み育てられる環境づくり、

これは、まさに本当に大事な、大事な、少子化

そのものにも一定の手応えのある数字を確保す

るためにもこのことが一番大事な基本的な環境

づくり、ではないのかなというように思ってお

ります。 

 この質問の入る前の質問のときにもありまし

た。ふるさとに戻るような、その資格あるいは

そのような環境、そのような働きかけ、あるい

は発信をもっと積極的に行うべきじゃないだろ

うかと。 

 私も、３月１日の日に、県立遠野高校の卒業

式に出席をして、祝辞を述べてまいりました。

131名の卒業生が巣立っていきました。それぞ

れが、進学が95名ほど、あと30名、40名近くが

就職というその中にあったわけでありますけど

も、いずれも地元になかなか雇用の場というも

のを確保できないというような一つの現状から

考えれば、これを考えるから仕方がないという

つもりは毛頭ないわけでありますけども、ほと
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んどの生徒諸君は親元を離れ、それぞれの新た

な人生に踏み出す。 

 しかし、遠野で生まれ、遠野で育った。いず

れは遠野に戻りという部分の中の働きかけもし

っかりと行なわなければならないんじゃないの

かなっていうことをその会場の中で、多分遠野

緑峰高校の卒業式も、そのような一つの雰囲気

というよりも、中で行われたんじゃないのかな

と思っておりますから、そのような働きかけな

ども、積極的にやっぱり行っていかなきゃなら

ないというのは、そのような形で考えていると

ころであります。 

 繰り返しになりますけども、この第２次のプ

ランは、基本理念で目指す一つの姿の一つとい

たしまして、安心して産み育てられる環境づく

りといったものを掲げてありまして、その一つ

の重点施策といたしまして、仕事と家庭を、家

庭生活、とりわけ子育ての両立を一つの形で重

要な施策として位置づけております。 

 この一つの根拠いたしましてでありますけど

も、平成30年度に実施いたしました子ども・子

育て支援に関するニーズ調査を行いました。少

子化の要因として、仕事と育児の両立を考える

と難しいという、そのような回答をした世帯が

49.3％であったということで、半数近いそのよ

うな数字がアンケート調査の中から出てきたと。

また、保護者の皆様の声の中には、子育てに対

する職場の理解が欲しいといったような、これ

は本当に切実な一つの思いが寄せられたという

ことを、やはり重く受けとめなければならない

んじゃないのかなというように思っております。 

 また、当市における、遠野市における就学前

の子どもを持つ母親の就労、働いているお母さ

ん方のニーズ調査の結果によりますと、674人

中586人でありまして、約87％の一つの中で、

お母さん方は働いているという、その現状があ

るわけであります。 

 これは、本当にこれまた繰り返しになります

けども、重い数字ではないのかなと。少子化あ

るいは職場の働く環境といったもの、繰り返し

ますけども、87％が就学前の子どもを持つ母親

が就労しているという、そのような状況にある

ということであります。 

 したがって、子育てと仕事の両立のため、職

場環境への配慮など、働き方改革も求められる

ことも十分承知をいたしております。 

 佐々木議員が話されていますとおり、市とし

ても、安心して子どもを産み育てる環境づくり

が一つの大きな重点事業ということになってる

わけでございますから、今後も職場の理解、あ

るいは協力でといったようなものとをしっかり、

そしてまた、何らかの形でそのようなものを支

援できるような、先ほど独自の施策は何だろう

っていう話もありました。そのような、この8

7％という数字を見た場合においては、やはり

独自の施策といったようなものも、やっぱり文

字どおり遠野のスタイルとしても検討していか

なきゃならない一つの課題ではないのかなと思

っておりますので、この３本柱のプランの中か

らも、このような一つの支援策、あるいは職場

環境のよりよい環境づくりのために、さらに市

としても努力をしてまいりたいというように考

えているところでございます。 

○議長（浅沼幸雄君）  ２番佐々木恵美子君。 

   〔２番佐々木恵美子君登壇〕 

○２番（佐々木恵美子君）  再質問させていた

だきます。 

 わらすっこ条例制定の遠野ですが、条例では、

事業者の責務として、子育て期の従業員が仕事

と子育てを両立できるよう環境づくりに努めな

ければならない、また、その子どもと十分触れ

合うことができる環境づくりに配慮することと

なっています。 

 こういった明記があるのですが、市としての

取り組みはどういったものがあるか、お聞きし

ます。 

○議長（浅沼幸雄君）  本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君）  市としてのどのような

取り組みがあるのかというお尋ねでありました。 

 これにつきまして、一つは、平成、これは21

年でありますから、条例を制定したときであり
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ますけども、わらすっこ条例応援事業者認定制

度というものを創設をいたしております。 

 これは子育て期の、子育て中の従業員の方が、

仕事と子育てを両立することができるよう、職

場環境づくりを促進するという意味におきまし

て、事業主の理解をいただこうという、そのよ

うな働きかけでありまして、子どもの育成に関

する事業所としての活動を、いわゆる認定をし

ながら応援をするという一つの制度であります。 

 30年度末現在におきまして、34の事業所が認

定をされているということになっておりまして、

そのような一つの職場への働きかけ、この中に

おきましては、これもちょっと、今の質問等

様々な形で、ダブるっていうか、重複する言い

方になりますけども、育児休業を取得しやすい

環境、さらには学校行事の際に休暇を取得しや

すい環境、子どもの急病の際に休みやすい環境、

従業員同士で声をかけ合える雰囲気づくりなど

をそのような形で呼びかけをしているという一

つの取り組みであります。 

 これは一つの例でありますけども、さまざま

な形で、やはり地域総ぐるみ、あるいは職場総

ぐるみ、あるいは市総ぐるみの中で、子育てを

応援するという一つの対応が、やっぱりそのよ

うな環境づくりが大事ではないのかなというよ

うに思っておりまして、ただ、事業所のほうと

いたしましても、これも現実問題なわけであり

ますけども、休暇を取得した従業員の補充がな

かなか大変だというような、そのような現実も

あるわけでございますから、この保護者間の協

力、家族の協力、地域の見守りあるいは協力、

かかわり方、そのようなものをしっかり利用し

ながら、支え合いというそのような一つの言葉

が、現実の中で子どもの子育て環境の中に、や

はりしっかりと仕組みとして、またもう一方に

おいては、意識としてもお互いが持たなければ

ならないんじゃないのかなと考えておりますの

で、より一層子育て環境づくりに、これからも

積極的な御提言活動をよろしくお願いを申し上

げたいと思っております。 

○議長（浅沼幸雄君）  ２番佐々木恵美子君。 

   〔２番佐々木恵美子君登壇〕 

○２番（佐々木恵美子君）  市では、わらすっ

こ応援事業所を、市内の事業所さんに訪問して、

このわらすっこ条例に賛同していただける事業

所さんを募っている。それが今34社で、これか

らどんどんふやしたいんだっていう思いである

と思います。 

 先ほどの答弁の中にも、育児休暇とりやすい

とか、子どもの休暇取得にその事業者が理解し

ていただけるようなっていうお話がありました

けども、まさにそこだと思います、私も。 

 最近、ハラスメントという言葉が、メディア

とか新聞、地元新聞などでも取り上げられてお

ります。子育てに関してのハラスメントとして

は、職場の上司、同僚から、妊娠中において中

傷的な言葉をかけられるなどのマタニティーハ

ラスメント、マタハラですね。あとは、子ども

の急病などでの早退、遅刻、欠勤に対しての不

理解、また、そのことで仕事に支障が生じない

ように残業や休日出勤への圧力的な言葉がけな

どのパワーハラスメント、パワハラです、によ

り休職に追い込まれたり、仕事をやめるなどの

ケースも見受けられるとのことです。 

 民間事業所では、管理職に対して、あらゆる

ハラスメント行為を含んだ研修の場を設け、職

場環境づくり、働き方改革に取り組んでいる様

子をお聞きします。 

 事業所の捉え方としては、民間の事業所だけ

でなく、公的な職場、こちらの遠野市役所、市

職員が働く職場も含まれると考えます。 

 わらすっこ条例制定の御旗となる遠野市にお

いては、子育て世代の職員について率先して理

解を示して取り組み、ハラスメントについて危

惧することはないと捉えています。 

 わらすっこ条例に、保護者の責務としての条

文があります。「保護者は子どもの健やかな成

長及び権利の保障にとって、家庭が果たす役割

を認識するとともに、その第一義的な責任を有

することを自覚し、子どもを守り、育てなけれ

ばなりません」。わらすっこ条例、制定当時、

はじめは市の約束事としたいと市長が述べてお
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ります。この約束事を実現させるために、私た

ち親、保護者、子どもの権利と子どもの安心・

安全を守るために、私たち親はどのような形で

守られるのでしょうか、どのような支援を受け

られるでしょうか。市長、その市長の思ってい

る言葉でお伺いします。 

○議長（浅沼幸雄君）  本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君）  市長の思っている言葉

でという、そのような一つの条件がついての答

弁を求められました。 

 まさに子育てするならば遠野と、今、市役所

の職場環境のお話も出ました。ハラスメントの

話も出ております。 

 一つの例でありますけども、今般の新型コロ

ナウイルスの全国一斉休校という政府の方針に、

私自身も戸惑いました。市民サービスをしっか

りと維持をしなきゃならない、もう一方におい

ては、いたずらに不安をかき立てるような対応

をしてはならない、冷静にならなきゃならない。

しかし一方においては、そこで従事している子

育てしながら働いているお母さん方もいるとい

うことを考えれば、先ほど言いましたとおり、

共働きの割合も非常に高い。そうすると、その

辺の中にどのようなとなったときに、市の職員

にも、職員一斉メールの一つの仕組みがありま

すので、しっかりと職場の中でローテーション

を組んで、それぞれ協力し合いながら、一方に

おいては市民の皆様への行政サービスをしっか

り維持するとともに、やはり子育てといったも

のにもしっかり心配りした対応を進めてほしい

と、職場の中でよく話し合いながら進めてほし

いということを全職員に呼びかけを行いました。 

 さらには、一つの取り組みでありますけども、

この約束事だという話がありました。文字どお

り約束事であります。この少子化といったもの

を座して待つわけにいきません。そして人口減

少、仕方がないんだというわけにはいきません。

一つのやればできるという一つの手応えが、

我々もこのわらすっこ条例、わらすっこプラン、

わらすっこ基金の中でかすかな手応えを感じな

がら取り組んできたという一つの取り組みに、

ある意味では自信を持ちながら、さらにそれを

今いろいろ一問一答の中でやり取りをいたしま

したけども、子育てする環境づくりに、まさに

総合力の中で取り組んでいくという一つの基本

的なスタンスを大事にしながら、もう一方にお

いては、それぞれの持ち場、立場、地域住民、

保護者、職場、そういった一つの方々との理解

を得ながら、やっぱりみんなで子育てを応援し

ようと、産み育てる環境をつくろうという、そ

のような意識をみんなで持つことが大事じゃな

いのかなと思っておりますので、その先頭に立

って、このわらすっこ条例、わらすっこプラン、

わらすっこ基金、３本柱がしっかりとこの遠野

の地に、立ち上がるっていうよりも、柱がしっ

かりと立つように、また皆様の御理解をいただ

きながら、対応してまいりたいというように考

えているとこでございますから、その決意と思

いを申し上げて、答弁とさせていただきます。 

○議長（浅沼幸雄君）  ２番佐々木恵美子君。 

   〔２番佐々木恵美子君登壇〕 

○２番（佐々木恵美子君）  子育て世代の理解、

職場の環境づくり、事業所訪問、お忙しい中だ

とは思いますけども、事業所訪問で事業所の理

解を求めていっていただきたいと願うところで

す。 

 またこれが、事業所に強く求められないもの

とは理解しますが、でも、それではこのわらす

っこ条例の意味がなくなってしまう、絵に描い

た餅になるんではないかというふうに考えてし

まいますので、ぜひ、そうならないように望み、

私の一般質問を終わらせていただきます。 

○議長（浅沼幸雄君）  10分間休憩いたします。 

   午前10時50分 休憩   

────────────────── 

   午前11時00分 開議   

○議長（浅沼幸雄君）  休憩前に引き続き会議

を再開いたします。 

 引き続き一般質問を行います。 

 次に進みます。９番瀧本孝一君。 

   〔９番瀧本孝一君登壇〕 



－ 93 － 

○９番（瀧本孝一君）  会派遠野令和会に所属

の瀧本孝一であります。 

 きょう３月３日は桃の節句のひな祭り。本来

であれば遠野町屋のひな祭りをはじめとする市

内各地のひな祭りイベントに、年に１度お出ま

しをいただいたおひな様たちはもとより、日本

中に飾られたおひな様たちは、ひな壇から新型

コロナウイルス感染症による昨今の大騒ぎをど

のように見ているのでしょうか。春の陽気とは

裏腹に、不要不急の外出やイベントの自粛要請

などにより、観光客なども減って寂しい思いを

しているのかもしれません。 

 日本は、今、目に見えない敵により、国難と

もいうべき事態に陥って、社会生活や経済活動

にかつてない自粛要請や制限がかけられ、国を

挙げての壮大な危機管理のあり方が問われてい

ます。 

 全国最多の感染者が出ている北海道では、鈴

木知事が緊急事態宣言を出し、週末の外出自粛

要請の協力を道民に求めています。 

 さらには、政権与党内からも批判が強い２月

27日の安倍首相の独断と見切り発車で、きのう

３月２日から全国一斉の学校の休校要請が発表

されましたが、遠野市ではきょうから実質春休

みに入りました。 

 一斉休校発表の翌28日には、萩生田文部科学

大臣が、「地域や学校の実情を踏まえ、さまざ

まな工夫があってよい」と述べ、政府や関係省

庁間の調整もなく、共働きや会社を休めない家

庭の事情、そして、入試や卒業式などを控え、

学校設置者である教育委員会を無視し、一番大

事な子どもたちへの配慮もなされずに要請され

た現場は、大混乱している実態があります。 

 末端の基礎自治体である我が遠野市において

は、国の方針に従いつつも、学校現場などでは

大きな戸惑いと混乱にさらされていることに、

教育関係者、医療・福祉関係者など、関連する

部署の皆様の御苦労に同情を申し上げます。 

 それでは、通告に従い、今回も市長に対し、

大項目２点について、一問一答形式により質問

をさせていただきます。 

 １項目めは、冒頭でも申し上げ、また、きの

うの同僚議員からも質問がなされましたが、今

や地球的規模で多くの国に感染が広がり、日々

刻一刻と感染者の増大や多方面にわたる影響で、

世界的に大きな問題となっている新型コロナウ

イルス感染症に関しての質問であります。 

 クルーズ船ダイヤモンドプリンセス号への初

期対応のあり方や学校の一斉休校など、唐突感

が否めない政権の要請対応に、さまざまな批判

が出ている中で、感染症拡大の防止には努めて

いかなければなりませんが、医療や学校現場な

ど第一線の現場では、その対応に苦慮している

ことが連日報道されております。 

 おとといは、安倍首相が、新型コロナウイル

スの感染症拡大防止に関し、直接国民に向けて

理解と協力を求める説明会見がありましたが、

本来はその説明会見こそが国民の生命を預かる

責任者として、いの一番に行われていなければ

ならなかったと私は強く思うものであります。 

 このような中で、東北地方には感染者がいな

いことが救いでしたが、残念ながら２月29日の

時点で、宮城県仙台市にダイヤモンドプリンセ

ス号の乗客であった70代の男性が感染していた

ことが発表されました。 

 拡大の懸念がますます強まる中、国や県から

の要請や指導に準じつつも、地方の一基礎自治

体として取り入れる対策等に関し、「新型コロ

ナウイルスから市民を守る対策について」と題

して、その見解を伺います。 

 そして、２項目めは、ことしの冬のような暖

冬、雪の少なかったことは、一般市民からすれ

ば、灯油の消費量や雪かきなどの苦労も少なく

て済み、ある意味いつもの冬より大変楽な冬で

ありましたが、一方では、冬場の市民の通学通

勤のための道路の安全確保などの除排雪業務を

請け負い、厳しい寒さの中、夜中や早朝にかか

わらず、その業務を遂行してくれているありが

たい土木建設業者さんの存在があります。 

 この冬の降雪・積雪状況、除排雪への出動回

数などを思慮すると、例年に比較して、かなり

少ないと思われます。除排雪の仕事は、土木建
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設業者にとって、冬場の大きな収入源であり、

その受託料収入を一定の割合で経営計画に組み

込んでいるのが実態であると思われます。その

除排雪受託料の大幅減が、会社経営に何ら影響

を及ぼすものでなければいいのですが、私の業

者さんに対する思いが杞憂であればそれにこし

たことはありません。 

 しかし、大きな収入源のもくろみが大幅に狂

い、会社経営に苦慮していると思われる地元建

設業者さんがあるかもしれないとの思いと、働

き手の確保の苦労とあわせ、この冬のようなこ

とが続けば、除排雪業務から手を引くといった

業者さんが出てくる可能性も考えられます。 

 それゆえ、次年度以降もしっかりとした除雪

体制の維持、堅持を図っていくことが極めて肝

要であり、「少雪時の除排雪業務委託者への委

託のあり方や支援等について」と題した質問に

見解をお尋ねするものであります。 

 それでは、大項目１つ目の各項目の質問に入

ります。 

 はじめに、前段でも申し上げましたが、日を

重ねるごとに、全世界的にも、国内でも感染者

やそれによる死亡者がふえていっている現実が

あります。専門家によっては、パンデミック、

いわゆる世界的規模での大流行につながるおそ

れがあると警鐘を鳴らす人もいます。 

 中国武漢市から発生したと言われる新型コロ

ナウイルスによる国内への感染拡大や政府の対

応など、このような状況を一地方自治体の首長

として、現状をどのように捉えているのか、そ

の見解をお尋ねいたします。 

○議長（浅沼幸雄君）  本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君）  瀧本孝一議員の一般質

問にお答えいたします。 

 第１項目では、新型コロナウイルス関連、そ

れから２つ目は、この暖冬に伴う除排雪の体制

等についての２つの質問でありました。 

 まず第１問目、新型コロナウイルスの国内へ

の感染拡大、あるいは政府方針等について、市

長としてどう考えるのかということでの御質問

でありました。 

 冒頭、質問に先立ちまして、経過あるいは現

状、そのようなことが今、質問の中で述べられ

ておりました。 

 私も、政府発表から、総理自らの記者会見を

聞きながら、正直驚き、困惑をしたということ

を正直に申し上げておきたいと思っております。 

 そしてまた、この新型コロナウイルスの発症

が、さまざまな形で話題になった際に、それぞ

れの市の部署が関係機関としっかりと連携をと

りながら、情報収集と対応に速やかに当たった

ということについて、評価をいただいたことに

つきましては、市長の立場としても非常に職員

も喜ぶだろうし、また喜ぶというよりも、やっ

たという一つのあれがなってくると思いますし、

また、関係機関との連携も極めて大事な一つの

取り組みなわけでありますから、これからもそ

れをしっかりと対応を進めてまいりたいと思っ

ております。 

 昨日、本会議が終了した後、臨時の総合教育

会議、教育委員の皆さんにも入っていただき、

これまた臨時でありますけども、地域経営会議

を開催し、これ合同で開催いたしまして、しっ

かりそれぞれの持ち場の中で情報共有しながら

という部分と、また、市民の皆様にいたずらに

この不安を与えないよう、安心・安全のために

冷静にという一つの呼びかけを行う臨時広報誌

を発行し、きょうじゅうに、全世帯に配布する

体制もとらせていただきました。 

 その中においては、事業者の皆様にも、共働

きの方々の休暇等につきましても、御配慮いた

だきたい。児童館等の一つの対応についても、

教育委員会のほうとしっかり連携を図ってほし

いというようなことをお互い確認しながら、ま

た一方、感染予防に対するひとつの対応等につ

いても、市民の皆様に基本的なせきエチケット

をはじめとするさまざまな対応について、十分

留意してほしいというような呼びかけも行った

ところであります。 

 そのような中で、国内の状況でありますけど

も、質問と若干重複することがあろうかと思っ
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ておりますけども、２月の25日段階におきまし

ては、国内の複数の地域で、感染経路が明らか

ではない患者が散発的に発生し、一部地域には、

小規模な集団発生が把握されている状態である

と。現時点では、まだ大規模な感染拡大が認め

られている地域があるわけではないとの見解で

あったわけであります。集団発生を防止するた

め、徹底的な対策を講ずる極めて重要な時期で

あるというような、そのような一つの見解が２

月25日の段階で示されておりました。 

 県内では、感染者が確認されてはおりません。 

 国内では感染経路が、この感染経路が追えな

い市中感染が起こり始めているという、そのよ

うな事態にもなっておりまして、県のほうでは、

岩手県新型コロナウイルス感染症対策本部を設

置いたしまして、県内の発生が万が一起きた場

合に備えているというような状況下にあります。 

 市のほうにおきましても、中部保健所が招集

いたします岩手中部地域新型インフルエンザ等

対策関係機関連絡調整会議といったようなもの

が設置されておりまして、県と保健所、あるい

はそれぞれの医師会、あるいは医療機関等と情

報共有を図りながら、発生時の対応等について

いろいろ情報を共有しながら、確認にし合って

いるというような状況にあるところでありまし

て、さまざまな中での危機管理、リスク管理と

いったことに万全を期しながら対応している状

況にあるということであります。 

○議長（浅沼幸雄君）  ９番瀧本孝一君。 

   〔９番瀧本孝一君登壇〕 

○９番（瀧本孝一君）  臨時の教育会議とか地

域経営会議を昨日行い、そして臨時の広報も出

すというふうな御答弁をいただき、しっかりと

した対応がなされているのではないかなという

ふうに認識をいたします。 

 次に、今回の新型コロナウイルスによる国内

外の経済への影響について。かつての日本が牽

引していた多方面にわたる製造業が、今やすっ

かり中国にとってかわられ、世界の産業経済の

サプライチェーンとなっている実態が浮かび上

がりました。 

 改めて中国の存在が、世界経済の中で大きな

存在になっていることに関し、地方の一自治体

である遠野市はこのコロナウイルス騒動によっ

て、インバウンドを含めた市内の観光産業や、

各種部品調達等による市内製造業等への企業経

済活動への影響の有無など、市として把握して

いるようなことがあれば、その実態と見解をお

尋ねいたします。 

○議長（浅沼幸雄君）  本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君）  ただいま質問にありま

したとおり、中国の存在がいかに大きいかとい

う部分が、この新型コロナウイルスを地球規模

の中で、世界経済にも大きな影響を及ぼしてき

ているということは、連日報道されております。 

 ２月の19日でありますけども、遠野市観光推

進協議会の戦略会議の中で、それぞれ構成団体

である観光宿泊関係団体等におきまして、アル

コール消毒液の設置やマスクの着用、手洗いを

改めて徹底をしたところであります。 

 現在、市内で行われております冬祭り、この

イベントでは、完成拡大防止に向けた対策の徹

底のほか、体調不良の方への入場自粛を呼びか

けなどを行っているところであります。 

 市内の観光産業につきましては、集客事業者

に対し確認を行った結果であります。あくまで

も中間的な、あれでございますけども、２月の

１日から24日までの期間におきまして、19件21

8名のキャンセルがあったという、そのような

形の数字を把握しております。 

 そのうち新型コロナウイルス感染症の拡大防

止を理由としたキャンセルについては、２件16

2人となったという、そのような数字でありま

した。 

 また、教育旅行等については、今のところキ

ャンセルの報告は届いておりませんけども、６

月までに遠野を教育旅行で訪れる件数が10校、

約823人の受け入れを予定をしているところで

ありますから、この状況が続きますと、これら

が全てキャンセルになるというような状況にな

れば、また大きな影響がその中に出てくるんで
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はないのかなということを心配をいたしており

ます。 

 また、宿泊事業者の声といたしましては、今

後も感染拡大が続くと、ことしの春から夏にか

けて、いうところの繁忙期になるわけでござい

ますけども、宿泊予約に大きな影響が及ぶ可能

性があるのではないかなということで、大変心

配されているところであります。 

 さらには、これは新聞報道等でも出ておりま

すけども、４月の22日に予定されておりました、

これは当然だというように思っておりますけど

も、宮古港への大型クルーズ船ダイヤモンドプ

リンセスの寄港は、もう中止になったというこ

とであります。 

 また、そのような中でそれぞれ、厚生労働省

のほうからも、２月の26日でありますけども、

イベントの開催に関する国民の皆様へのメッ

セージといったものが出されております。多数

の方が集まるような全国的なスポーツ・文化イ

ベント等については、大規模感染リスクがある

ことを勘案いたしまして、今後２週間ほどは中

止あるいは延期、または規模を縮小等の対応が

要請をされてきておりまして、その要請を踏ま

えまして、市内では３月７日に予定しておりま

したみやもりホールにおけるコンサートが、中

止がもう既に決定されておりまして、市主催の

イベントも３月15日に予定しておりました防災

の集いも、これも既に中止を決定をいたしてい

るところであります。 

 また、４月以降、これまた大きな関心を持た

なければなりませんけども、いつ終息宣言が出

るのかっていうことを踏まえながら、このよう

な影響が市内の一つの産業にも影響を及ぼすん

じゃないかなと思っております。 

 また、企業等の影響でありますけども、御質

問の中にもありましたけども、２月の17日から

20日にかけまして、商工会あるいは金融機関を

通じて、実態の把握に努めているところでござ

いますけども、やっぱり影響が出てきているっ

ていうことになってきておりますから、予断を

許さない状況ではないのかなっていうように思

っております。 

○議長（浅沼幸雄君）  ９番瀧本孝一君。 

   〔９番瀧本孝一君登壇〕 

○９番（瀧本孝一君）  やはり市内の宿泊関連

でも、コロナウイルスによる予約が取り消され

ているような実態も出てきているということで

すし、６月までの教育旅行にも影響があるので

はないかなというふうな答弁をいただきました。 

 次に、政府は不要不急の外出を控え、多くの

人の集まるイベント等を自粛するよう要請して

います。 

 しかし、一方においては、ビジネスや経済活

動において、東京をはじめとする首都圏等に出

向いたり、あるいはその逆に、本市にはさまざ

まなプロジェクトの取り組みなどにより、よそ

からたくさんの方々が来遠している実態があり

ますが、例えば、非常事態宣言などが発令され

た場合、このような方々の出入りをどこまで規

制してもいいのものなのか、人的往来、関係人

口の親睦交流などへの対応や規制について本市

としてからの考えがあればお尋ねをいたします。 

○議長（浅沼幸雄君）  本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君）  人的交流といったよう

なものが、さまざまなイベントを通じ行われて

いる中で、どのような体制をとっているのかと

いう、そのような御質問でありました。 

 この影響を受けまして、さまざまな派遣事業、

あるいはいろんな出張とも含めまして、私も、

実は３月中に３回ほどの上京が、日程が入って

おりましたけども、いずれもイベントが、ある

いは会議が中止になりまして、取りやめという

ような、そのような連絡も入ってきておりまし

て、そのような中止や外出自粛の協力を求める

対応が、それぞれ各自治体の中で行われている

という中でありまして、実は２月22日から24日

までの３日間、友好都市であります熊本県菊池

市と宮崎県西米良村の交流団の方々が、約30名

ほど遠野に入る予定になっておりました。その

直前、熊本県で新型コロナウイルスの患者が発

生したということで、夕方、夜でありましたが
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江頭市長から私の携帯が鳴りました。あす行く

予定にしておったけども、残念だけども、中止

という判断をいたしましたので、理解をしてほ

しいという、そのような連絡が入りました。そ

のような中で、菊池市の21名の皆様が、遠野入

りを諦めたというそのような一つの事例もあっ

たわけでありまして、そのような一つのイベン

トあるいは事業の中止といったような中での一

つの対応、その中におきまして、予定どおり来

遠をいたしました西米良村の交流団の皆さんの

受け入れに当たりまして、前にも述べたとおり、

感染拡大防止に向けた対策を行ったということ

でありまして、さまざまな交流事業の実施が今

後も予定されておりますけども、事態の推移を

よく見ながら、やっぱり一つの対応をしっかり

出す。あるいは、その状況によっては、それに

ついては自粛してもらうような対応を求めると

か、やはりより慎重な対応をしていかなきゃな

らないかと思っておりますので、やっぱり関係

機関・団体、そういった方々との情報共有をし

ながら、油断なく、緊張感を持って取り組んで

まいりたいというように考えております。 

○議長（浅沼幸雄君）  ９番瀧本孝一君。 

   〔９番瀧本孝一君登壇〕 

○９番（瀧本孝一君）  私も、西米良村の交流

団の歓迎会は出席をさせていただきました。去

年、菊池市を総務常任委員会で訪れた際、菊池

市の議員をはじめ、お世話になった方々がいま

したので、菊池の方々の来遠も楽しみにしてい

ましたが、そういった事情で取りやめになった

ということで、ちょっと残念に思った次第であ

ります。 

 この一般質問の通告締め切りは、10日ほど前

の２月21日でありました。新型コロナウイルス

感染症の状況は、日々変化と悪化の方向が厳し

さを増し、通告当初も本日の質問日との状況は

大きく事情が変わり、質問の内容も現状に合わ

せなければ乖離が生じることになります。 

 唐突とも思える全国一斉休校への学校関係の

対応などについて、教育長にも質問をしたくて

も、時間差の関係で無理なことは承知していま

すが、遠野市として感染防止のために特にも医

療機関、高齢者などの老人介護施設、さらには

休校措置が始まったとはいえ、学校や児童措置

施設等の人が多く集まる施設を対象とした対策

などについて、市長から本市の考えをお尋ねい

たします。 

○議長（浅沼幸雄君）  本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君）  まさに刻一刻事態が動

いているというような状況なわけでありますか

ら、通告時点と今の時点では、また様子が、状

況が変わってきていることも十分承知の上で、

私も、今、答弁に立っているわけでありますけ

ども、臨時小中校長会議を速やかに開きながら、

この３日から、きょうから臨時休校にするとい

うことを教育委員会のほうでは、しっかりと現

場の校長先生方、あるいは先生方との情報を共

有しながら、抜かりなく対応したと。その中に

は、市の関係部門、全部同席をしながら、情報

を共有しながら、その対応をしたという、その

ような報告を受けているところでありますので、

その点は、唐突であったとはいうものの、対応

そのものについては、タイミングを失しないき

ちんとした対応をとったんではないのかなとい

うように、市長として受けとめているところで

ございますので、そのこともちょっと述べさせ

ていただきまして。 

 医療機関あるいは高齢者等、そういったとこ

ろにどのような対策をとっているのかというこ

とで、国は、社会福祉施設等に対しまして、感

染者が発生した場合、感染防止拡大の措置など、

細やかな通知を出してきております。そのよう

な国の通知に基づきまして、それぞれ関係機関

で留意点などを確認しながら周知を図っている

という、そういう状況であります。 

 また、医療施設や社会福祉施設等につきまし

ては、季節性インフルエンザ、これもあるわけ

であります。季節性インフルエンザや食中毒な

どの感染症によって、利用者の安全が、脅かす

ような危険性があるということも含めまして、

これはあくまでも当然でありますけども、日ご
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ろから感染症予防対策の徹底を行っていると。

つきまして、これについて再度確認を行ったと

いうことであります。 

 社会福祉施設におきましても、２月27日であ

りますけども、福祉・介護関係の市内全法人、

27カ所の皆様に参集いただきまして、そして、

予防対策等ついて情報共有、さらには情報交換

を図る連絡会議を開催したという、そのような

状況にあります。 

 また、市内の多くの市立小中学校においても、

先ほど申し上げましたような中で、速やかに現

場と連携を図りながら、感染予防対策を徹底す

ることはもちろんでありますけども、児童生徒、

教職員とも、日常の健康管理、あるいは観察等

に留意しながら、風邪の症状、発熱状態が見ら

れる場合は、速やかに自宅待機をするなどの指

示を徹底をしているという、そのような報告も

受けているところでありますので、今のところ

はそのような中で、安心・安全、そして、不安

のない冷静な対応を市民の皆様の総力を挙げて、

そのような形で向き合わなければならない。そ

のためには、しっかり我々も、関係機関と連携

を図りながら対応していかなきゃならないかと

いうように思っているところでございますので、

よろしく御理解をいただければというように思

っているところであります。 

○議長（浅沼幸雄君）  ９番瀧本孝一君。 

   〔９番瀧本孝一君登壇〕 

○９番（瀧本孝一君）  着実に対策がとられて

いる、学校関係も、福祉施設においても、情報

を共有しながら対策がとられているというふう

に認識をいたしました。 

 次の質問に移ります。昨日の同僚議員の新型

コロナウイルス感染症の質問は、本市の危機管

理のあり方、きめ細かな感染防止対策、企業・

経済対策への支援策等にも言及し、本市の基本

的な認識が問われました。 

 昨日の答弁で、かなりの部分に重複が生じた

かもしれませんが、その上で、１項目の最後に、

市民の皆様や市内に居留する方に、万が一新型

コロナウイルスの感染者が発生した場合、市民

への周知、対応・対策等について、現時点での

市長の見解をお尋ねするものであります。 

○議長（浅沼幸雄君）  本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君）  これは、冒頭、瀧本議

員から、国難とも言えるような一つの事態が生

じたという中で、国の政府主導の中で、一つの

リスク管理が行われているわけでありますけど

も、市民の皆様にしっかりとした情報を提供を

しながら、対応あるいは対策等について進めて

いかなきゃならないかというように思っており

まして、私も、総理の臨時記者会見を聞きなが

ら、何人かの首長仲間からも電話が入りました。

あんたところではどうするんだというような、

そのような質問もありました。その言葉の中に

は、自治体関係者の皆様に理解と協力をという

言葉があったわけでありますから、やはりそう

なってくると、市民の安心・安全、そしてまた、

さまざまな不安を取り除くような環境づくりに

は、やっぱり首長のみずからの責務と義務とし

て対応していかなきゃならないという立場にあ

るわけでございますので、関係部課長を集めな

がら、土日を返上いたしまして、それぞれの情

報を共有しながら、市民の皆様にしっかりした

情報を提供しようということで、全世帯発行の

臨時広報誌を発行しようと。その中で、子ども

たちの見守り、安心・安全のための環境づくり

に協力してほしい。学童保育、児童館の一つの

あり方についても、このような対応するから、

しっかりと心配しないで対応してほしい。 

 そして、また一方においてはイベント、いろ

んな、先ほど質問がありましたけども、さまざ

まなものについては、このような延期及び中止

措置をとったので、御理解をいただきたい。 

 そして、さらには、今、確定申告の時期であ

るわけでございますけども、これも延期になっ

たということについても、市民の皆様にお知ら

せをする。 

 さらには、共働きの方々の一つ子育てという

よりも、子どもとの向き合い方については、大

変困惑をしているんじゃないのかなというよう
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に思っておりましたので、事業者の皆様にも協

力をよろしくお願いをしたい。 

 そしてまた担当職員が、それぞれの量販店等

も回りながら、トイレットペーパーやらあるい

はティッシュペーパー、あるいはマスクといっ

たようなものは、どの程度一つの市内にあるの

かということも確認をしながら、十分供給でき

る態勢になっているので心配ないというような、

そのような確認も得ながら、この臨時広報の中

に、心配しないでくださいというような、その

ような呼びかけも行ったという。 

 そして、また一方にて感染予防、これについ

ては、基本的な３つのポイントをしっかりと守

ってほしいというような、そのような呼びかけ

も行ったということでありますので、市民周知、

まだまだ刻一刻状況が変わっておりますので、

遠野テレビと連携を図りながら、文字情報、そ

してまた市のほうでも、ワンストップという一

つの取り組みを進めなければなりませんので、

専用電話の回線を３本設置をいたしまして、ど

んな相談あるいは何か情報等があった場合につ

いては、市民の皆様にはそのようなワンストッ

プの専用電話・窓口もきのう、夕べのうちに設

置を行ったという、そのような対応を進めなが

ら、市民の皆様への冷静な対応を呼びかけてい

るところであります。 

○議長（浅沼幸雄君）  ９番瀧本孝一君。 

   〔９番瀧本孝一君登壇〕 

○９番（瀧本孝一君）  万が一にも市内には感

染者が発生しないことを祈りますし、専用電話

回線も３回線設置している、あとは窓口も設置

をしたということで、市民の皆さんも安心でき

るのではないかなというふうに思います。 

 それでは、次に大項目２つ目の質問に移りま

す。 

 市民の皆さん、降雪・積雪で道路が通行でき

なくなったことを想像してみてください。最近

では、温暖化により歩けなくなるほど雪が降る

ことはありませんが、国道、県道、生活道路の

市道までちゃんと除雪をしていただき、通学や

通勤に支障を来すことはほとんどありません。

これも地元建設業者さんが、冬季の除排雪業務

を受託していただき、各企業の特段の御努力、

御協力のもとで除排雪業務が実施されているこ

とを私たちは忘れてはなりません。 

 毎年厳しい寒さの中で、夜間に早朝に通勤通

学等にできるだけ影響のない道路環境を確保し

ていただいていることに、委託業者をはじめと

して、重機のオペレーターや作業員の皆様にも

この場をかりて、衷心より深く感謝と御礼を申

し上げます。 

 昨年暮れからこれまで、この冬の積雪量は記

録的と言っていいほど少なく、場所にもよりま

すが、市内では山間地の比較的積雪量の多い私

のところでも多く降ったときでさえ、15センチ

から20センチ程度で、除雪の回数も例年に比し

て少なかったため、トラクターでの除雪の回数

も大幅に減り、高齢者の部類に入った我が身に

とっては非常に助かりました。地球温暖化で、

雪かきの苦労が少しでも減ることができるなら、

日々年老いていく自身の身にとっては楽になる

かもしれませんが、地球環境や昨今話題のＳＤ

Ｇｓの取り組みを考える場合、喜んでばかりは

いられません。 

 それはそれとして。昨今、東日本大震災によ

る沿岸地方の復興需要による建設会社の特需も

一段落をしたと言われています。 

 そのような中で、会社経営に資金繰りで余裕

のある土木建設会社は別として、積雪地帯で事

業を展開する地方の中小建設業者が、除排雪業

務を受託し、この冬のように積雪も少なく、除

排雪の出動回数も大幅に減った場合、事業経営

上大変な苦労をしている企業もあるのではない

かと心配される部分もあります。除排雪業務の

受託料を事業経営計画に織り込んでいる企業に

とっては、冬場の稼ぎが激減し、事業経営上ま

さに死活問題ではないかと思われます。 

 このようなことから、「少雪時の除排雪業務

委託業者への委託のあり方や支援等について

と」題し、建設業者さんの繁栄を願うとともに、

除雪体制の崩壊につながらないことと、受託業

者とのウイン・ウインの関係が大事であると思



－ 100 － 

われることから、市長の見解をお尋ねするもの

であります。 

 最初に、地球温暖化、大雨や超大型台風襲来

等で異常気象と言われている昨今ですが、この

冬の暖冬・少雪は、除雪に苦労している一般市

民や高齢者にとっては、ある意味楽ではありま

した。 

 しかし、その反動が、昨年のような局地的大

雨や超強力台風の襲来、そして、巨大地震がな

ければいいと願う限りでありますが、市長は昨

今の異常とも思える気象やその影響をどのよう

に捉えているのか、その見解についてお尋ねを

いたします。 

○議長（浅沼幸雄君）  本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君）  もうきょうは３月３日

という中で、記録的な暖冬の中で春を迎えると

いうような、そのような状況になりました。 

 そういった中におきまして、この異常気象と

いったようについて、その影響やこの気象状況

について市長はどのように受けとめているのか

というそのような御質問をいただきました。 

 暖冬傾向が強いために、降雪が少なくなった。

ちなみに数字を申し上げますと、過去５年の平

均除雪費、これを申し上げますと、１億3,000

万ほどの一つの経費の中で除排雪を行っていた

のに対しまして、今年度執行している除雪費は、

１月末時点でありますけども、2,600万円ほど

になっているところであります。 

 昨年度の除雪費は7,000万円余であったこと

を踏まえますと、記録的な、これからではあり

ますけども、局地的な事項ではなく、全国的な

傾向であるため、地球温暖化の影響があったも

のというように考えているところであります。 

 除雪費が、除雪作業が不要なものであったと

いう中で、除雪費が減額されるという一つの、

そしてまた、路面状況不良による交通事故の減

少、こういったようなものも少なく、雪の重み

による倒木被害、あるいは通行被害なども少な

く、道路管理上のリスクからも一つは好ましい

という状況というか、安心という状況が生まれ

たということになっているわけであります。 

 また例年、冬季間、成人式あるいは消防出初

式、遠野物語ファンタジー、町屋のひな祭り、

新型コロナウイルスの関係もあるものの、遠野

物語ファンタジーも大変な盛況の中で、雪のな

い中で、多くの観客の方が遠野物語ファンタ

ジーを楽しんだというような中に、積雪の多い

年には、市街地の除排雪を開始しなければなら

ない、そのようなものもことしは少なかったと

いうことになろうかと思っておりますけども、

地球規模における暖冬、少雪傾向といったもの

につきましては、今後も、これはいろんな情報

誌を読みますと、続くのではないのかなという

ような形で報道されておりますので、予測は非

常に難しいわけでありますけども、何らかの手

だて等もまた考えていかなきゃならないという

ことは、その中にもあるんじゃないのかなとい

うように思っております。 

○議長（浅沼幸雄君）  ９番瀧本孝一君。 

   〔９番瀧本孝一君登壇〕 

○９番（瀧本孝一君）  除雪費が少なくて済む

ということは、財政にとっては、ある意味助か

る部分もあるかもしれませんが、やはり、降る

ときに降らないと不安な部分もあるというふう

にも思われます。 

 次に、一般論として、市内の建設業界の経営

状況や業界の動向を把握しているのかについて

伺います。 

 当然、個々の企業の内情については、その企

業の経営者にしかわからないことであり、他者

が立ち入って論評するものではありませんが、

一般論として、業界の動向を知り得る範囲で御

答弁をいただくことができるならば、市長の御

所見をお伺いいたします。 

○議長（浅沼幸雄君）  本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君）  市内の建設業者等の中

で、一般論としてということでありましたので、

あくまでも一般論として答弁させていただきま

すけども、市の、市営建設工事の入札参加資格

者は、建設業法で定めております経営事項審査



－ 101 － 

総合評定に基づき審査をしながら、近年の受注

実績や技術者の人的体制及び納税状況を確認す

ることでもって、その会社が健全な経営状態で

あることを把握をしております。 

 この入札の参加資格審査は、２年ごとに行な

っておりまして、最新は令和元年７月１日付で

資格者審査を更新をしております。 

 現在、登録されている土木工事業者は、Ａ級

が７社、Ｂ級は６社、Ｃ級が19社の計32社とな

っております。また、土木工事事業者32社のう

ち、除雪業務は、17社がこれを請け負っている

というような状況にあるということを申し上げ

て答弁とします。 

○議長（浅沼幸雄君）  ９番瀧本孝一君。 

   〔９番瀧本孝一君登壇〕 

○９番（瀧本孝一君）  建設業で入札参加をし

たい場合、経営事項審査というものを受けなけ

ればならないというふうには承知をしておりま

す。その中で、除雪を請け負っている業者は17

社あるというふうに認識をいたしました。おお

むね、私は、市内の建設業者さんは適正に経営

されているのではないかなというふうに思って

おります。 

 次に、除排雪を請け負っていただいている土

木建設業者さんと委託している市との間では、

どのような委託契約が結ばれているのか、市民

の皆さんはほとんど知り得る機会がないと思わ

れます。 

 この機会に、答弁できる範囲で構いませんの

で、その契約内容の現状についてお知らせ願え

れば幸いに存じ、市民の皆様の理解も得られや

すいのではないかと思うことから、答弁を願う

ものであります。 

○議長（浅沼幸雄君）  本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君）  委託業者との内容等に

ついてでありますけども、先ほど答弁で申し上

げましたとおり、市内の建設業者17社に除排雪

等の一つの業務を委託しながら、指定した路線

の除雪、排雪等につきまして、いろんな作業を

行っていただいているところであります。 

 これは、一つの基準でありますけども、降雪

量が10センチ以上になると見込まれる際は、通

勤通学に支障が出ないように直ちに出動すると。

バス路線、スクールバス路線等の第１種区分及

び市道１・２級等の第２種区分を午前７時まで

に完了するっていうことを目標にしながら作業

を進めていただいております。除雪機械、市か

ら貸与している車両のほかに、各事業者所有の

ブルドーザーやグレーダー、トラクターショベ

ル等を使用しているところであります。 

 除雪費は、入札で決定した一つの機械ごとの、

時間当たりの人単価に稼働時間を乗じて算定し、

そして、単価は、昼間、時間外、夜間の３つの

時間ごとに応じて決定をしているということで

あります。 

 稼働状況そのものは、除雪業者が除雪状況管

理システムに入力をすることによって、その日

のうちに状況を把握することができ、翌週に内

容を確認して、実際に稼動した時間に基づいて、

翌月に支払っているというような、そのような

中身の中で対応しているところであります。 

○議長（浅沼幸雄君）  ９番瀧本孝一君。 

   〔９番瀧本孝一君登壇〕 

○９番（瀧本孝一君）  週ごとに時間を掛けて、

除雪費は払われているというふうに認識をいた

しました。 

 除排雪業務を受託しようとする建設業者さん

は、どんな降雪・積雪時にも対応できるよう、

冬場の除雪体制をしっかりと準備していると思

われます。 

 前段で何回も申し上げましたが、この冬のよ

うに、積雪も除雪の出動回数も大幅に少ない場

合、除雪機械のシーズンリース料、重機オペ

レーターの雇用確保、出動時の夜間・早朝等の

割増賃金等の支払いが重くのしかかってきます。 

 私も、若いころ、26年ほど小さな建設会社の

総務畑にいたことがあり、当時は日雇いが主流

だった型枠や建築大工さんを日雇いではなく正

社員として雇用し、職人さんには先駆的な社会

保険や、わずかながらでも退職金制度に加入し、

百数十人を抱える会社の経理も預かりながら、
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毎月のように取引銀行との間で資金繰りには非

常に苦労した経験があります。 

 この冬のような除雪回数が少なく、受託量が

大幅に減った場合の受託業者への影響等の有無

の見解について、市長はどのような認識をお持

ちであるのかお尋ねをいたします。 

○議長（浅沼幸雄君）  本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君）  ただいまの一問一答の

中におきまして、その予算、あるいはその費用

の一つの状況等につきまして、過去を５年間の

平均値を申し上げながら、ことしは今のような

状況に済んでいるっていうことも申し上げたわ

けでありますけども、昨年、ことしと２年連続

の暖冬、今までこれは見られない状況でありま

した。 

 したがって、来年は、例年どおりの除雪実施

になるのかということも可能性としては考えら

れる。２年は続いたけども、来年も同じ状況な

るかどうかということはわからない。これはま

さに、天のみぞ知るということになろうかとい

うように思っておりますけども、それにやっぱ

りきちんと対応するような中で向き合わなけれ

ばならないかというように思っております。 

 地球規模の暖冬だから、この除排雪そのもの

はもう余り真剣に向き合わなくてもいいんだと

いうわけにいかない。市民生活の安心・安全、

通学の通院のそのような一つの不安も解消して

いかなきゃならないことや、直ちに態勢をとら

なきゃならないということは、常に緊張感を持

って向き合わなければならないかというように

思っておりまして、今年度の除雪費の支払い金

額が、例年に比べ少ないという中にあっても、

建設業本来の土木工事等の受注でもって経営が

成り立っているのではないのかなというように、

今、思慮をいたしております。やはりこれは企

業努力として、やっぱりしっかり対応していか

なきゃならない、一つの基本ではないのかなと

思っております。 

 だた、この除雪事業、業務にかかわる人材の

確保、今後の働き方改革による影響、また、雪

が少ないというその事務量の減少による影響が、

この業務そのものの継続に大きく影響すること

がないように、やはりそれぞれの一つの中でき

め細かく気配りをしながら対応していくという

ことも、必要としているんではないのかなと認

識をしているところでございますので、その認

識を示して答弁とします。 

○議長（浅沼幸雄君）  ９番瀧本孝一君。 

   〔９番瀧本孝一君登壇〕 

○９番（瀧本孝一君）  まさに個々の企業、企

業努力が一番であります。そして、雪の降る次

のシーズン、どのくらい雪が降るかというのも、

誰もわからないことでありますが、次に、先般、

地元新聞に、金ヶ崎町と奥州市の建設業協会か

ら、自治体首長宛に、除雪の出動回数が極端に

減り、事業経営の窮状を訴えるとともに、過去

５年間の委託料の平均をとった最低保障を含め、

支援の要請をしたことが報道されましたが、そ

ういった業界の困窮の動きに対する感想や見解

について市長の考えをお尋ねいたします。 

○議長（浅沼幸雄君）  本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君）  暖冬に伴う除排雪事業

について、他の自治体で、建設業関係の方々が、

陳情等を行ったということは新聞等にも報道さ

れておりました。金ヶ崎町と奥州市の協会の支

部組織が、少雪、例年より一つ担当で少なかっ

たことによって、経営負担が重いとして、支援

を要請したという報道を私も承知しております。 

 遠野市では、今のところでは、市からの、当

市の建設業協会遠野支部のほうからは、そのよ

うな支援要請の動きは今のところありません。 

 ただ、ないからっていって、来年度に向けて、

この業者の方々と、ただいまの質問の趣旨等も

踏まえながら、思いも踏まえながら、やっぱり

この意見交換の場を設けて、除雪業務に当って

の課題や、やはり方向性といったようなものを

しっかりとお互い理解をし合いながら確かめ合

い、そして、一つのそのようなお互いを、それ

こそハッピー・ハッピーの関係に持ち込んで、

雪が降った際の安心・安全の確保のために、両
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者の関係を委託、受託というものの関係の良好

な関係を構築するように、そのような形での話

し合いなども進めてまいりたいというように考

えているところでございますので御理解をいた

だければと思っております。 

○議長（浅沼幸雄君）  ９番瀧本孝一君。 

   〔９番瀧本孝一君登壇〕 

○９番（瀧本孝一君）  ぜひ、今答弁されたこ

とを建設業協会の皆様と一緒になって、考えて

いっていただきたいと思います。 

 最後の質問です。まだまだ春先のドカ雪も予

想されないわけではありませんが、地球温暖化

の影響で、この冬のように極端に降雪、積雪が

少ない場合、これからの時代、除排雪業務の契

約のあり方はこれまでどおりでいいのかどうか、

また、重機のリース料やオペレーターなどの作

業員の確保等、受託業者側へ一定の費用を補償

する最低保障制度の創設など、早急に検討が必

要と思われますが、市長の見解をお尋ねいたし

ます。 

○議長（浅沼幸雄君）  本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君）  先ほど、これからの対

応等について、受発注の関係でもって、業者の

方々とも話や意見交換をしたいと申し上げたと

ころであります。 

 除雪車等の車両機械は、自社所有あるいは

リース、市からの貸与を問わず、実態に稼動し

た分を支払うという契約の中で成り立っている

ところでありまして、他の自治体では、出動の

有無にかかわらず、車両の固定経費を支払う契

約をしているところもあるというように承知を

いたしております。 

 除雪業者の機械保有の状況によりまして、各

社のそれぞれの事業が異なるということになっ

ているところでございますので、実態をしっか

り把握しながら、また意見を聞きながら、当市

に合ったよりよい除雪運営契約の、一つの委託

契約のあり方を検討していく必要があるんじゃ

ないのかなというように思っております。 

 それの中におきまして、先ほど申し上げまし

たとおり、いろんな意見交換あるいは課題等を

整理しながら、やはりそういった場合において

は、他の市町村の一つの状況、あるいは県の一

つのあり方なども参考にしながら対応していく

んではないのかなと。 

 したがって、除雪費用を補償するというだけ

ではなくて、冬季に傷んだ道路を補修あるいは

修繕というような、そのようなことも、また一

方においては考えないと。やっぱり道路も大分

傷んできているわけでありまして、これも放置

していけないような大きな課題でありますから、

その辺のところとうまく整合性をとった一つの

あり方といったようなものを検討していく必要

もあるんではないのかなというように思ってい

るところでございますから、これまたよろしく

お願いいたします。 

○議長（浅沼幸雄君）  ９番瀧本孝一君。 

   〔９番瀧本孝一君登壇〕 

○９番（瀧本孝一君）  私もその冬季の仕事の

発注も一つの策ではないかなというふうに考え

ています。 

 まもなく３.11東日本大震災大津波から丸９

年を迎えます。改めて９年前のあの日の出来事

に思いを寄せ、犠牲になられた方々を思うとき、

今ここに当たり前の日常があることに感謝しな

ければならないと思います。 

 先般２月22日、午後２時からこの議場におい

て、こども政策課や教育民生常任委員会のなど

の連携のもと、遠野市議会初となるわらすっこ

議会が開催されました。 

 昨日の同僚議員の質問に関連し、市長から非

常に感銘を受けた旨の感想が述べられましたが、

私も、小学生、中学生、高校生それぞれの思い

の発表に、しっかりとした自分の夢を持って、

遠野市の将来に向けて提案していることに、私

たち大人の議員も負けてはいられないと感心さ

せられました。 

 また、２月26日の地元新聞には、遠野緑峰高

校の生産技術科草花研究班の取り組みの廃棄さ

れる花を使い、ホップ和紙を染める方法を確立

したことにより、厚生労働省の「地域発！いい
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もの」について大臣表彰を受賞したという記事

が掲載され、また一つ大きな名誉となったニ

ュースが報道されました。 

 彼ら、彼女らの未来にかける遠野市への夢が

実現することを心から願い、また新型コロナウ

イルス感染症が一日も早く終息に至り、学校の

日常はもとより、外で自由に遊べる当たり前の

日常が一日も早く戻ることを強く願いながら、

私の一般質問を終わります。 

○議長（浅沼幸雄君）  午後１時まで休憩いた

します。 

   午後０時02分 休憩   

────────────────── 

   午後１時00分 開議   

○議長（浅沼幸雄君）  休憩前に引き続き会議

を再開いたします。 

 引き続き一般質問を行います。 

 次に進みます。12番菊池巳喜男君。 

   〔12番菊池巳喜男君登壇〕 

○12番（菊池巳喜男君）  遠野令和会の菊池巳

喜男でございます。通告に従い一問一答方式に

より、市長に大項目３点について一般質問を進

めてまいります。 

 なお、私の大項目につきましては、昨日そし

て本日、各議員の一般質問と重複する点も多々

あるとも思います。答弁では述べられなかった

ような点を中心に簡潔なものでよいと考えてお

りますので、御配慮をお願いいたします。 

 さて、まもなく、あの東日本大震災から９年

目を迎えようとしております。まだまだ復興は

道半ばですが、かつてのにぎわいを地域で戻っ

てくることを心から願うところでございます。 

 この前のテレビのニュースで、月命日前に行

われていた警察官による行方不明者の捜索状況

が放映されておりました。 

 その当時、遠野市での後方支援基地としての

ことが思い出されてきました。またその際、長

期間の停電の様子が浮かび上がりました。 

 この教訓のもと、遠野市ではエネルギー施策

を検討し、基本的な方向性を新エネルギービジ

ョンとしてまとめ、平成27年から10年間、景観

資源と調和しながら再生可能エネルギーの普及

を図るべく、遠野型新エネルギー導入施策とし

て取り組みを実施いただき、令和２年度が中間

検証となっていることであります。 

 このことは、昨日の小林議員の一般質問の答

弁の中でもお話が出ておりました。その中では、

エネルギー消費量に占める新エネルギーの割合

を、2025年には30％に持っていきたい。現在は

13.9％で推移している旨の答弁もあったと思っ

ております。 

 私の住む小友町は西に太陽光発電、東に風力

発電と、エネルギーのまちに変革しつつありま

す。この恵まれた自然環境と調和し、安心安全

な電力を創出し、地域づくりに融合できるよう

に祈念をしているところでもあります。 

 では、順次質問を進めてまいります。 

 再生可能エネルギーの普及と地域づくりの融

合についてでありますが、昨日、小松正真議員

の質問に重複する点も多々あると思いますが、

端的な答弁で進めていただきたいと、何度も繰

り返しますが、お願いをしたいところでござい

ます。 

 この遠野市の自然環境や歴史的景観のもとで、

太陽光発電の工事が計画し進行中であります。

その中でさまざまな問題点、疑問点が生じてお

ります。遠野市としては、どのように捉えてい

るか、まず、最初に伺ってまいります。 

○議長（浅沼幸雄君）  本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君）  菊池巳喜男議員の一般

質問にお答えをいたします。 

 再生可能エネルギーという取り組みの中で、

新エネルギービジョン2025年まで30％、しかし

きのうの答弁では13％台という中での答弁があ

ったんだけども、この菊池巳喜男議員の地元、

小友町では、今言いましたとおり、東は風力、

西のほうには太陽光発電と、まさにエネルギー

基地だという、今そのような話もありました。 

 その中におきまして、大規模太陽光発電、い

わゆるメガソーラーでありますけども、さまざ

まな問題を抱え、全国でもそれぞれの、特に当
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市のような、山林過疎地の中で、土地規制もか

からないところが、言葉はちょっと適切じゃな

いかもしれませんけども、狙われているという

ような状況で展開をされております。 

 静岡県のある市におきましては、やはりしっ

かりとした条例を持ちながら、これを景観と自

然破壊を防止するための手だてを講じなければ

ならないという、そのような中でも取り組みを

行っている事例も、静岡の例ばかりじゃなくて、

全国各地で展開されている。 

 もともとがこの再生可能エネルギー固定価格

買い取り制度というのは、東日本大震災の後、

政府が慌ただしくエネルギー政策の中で組み立

てた、制度設計も十分でない中においての一つ

の事業なわけであります。 

 風力発電は、環境アセスメントという中にお

きまして、さまざまな自然との調和をしっかり

図る、例えば大型の鳥が上空を舞っているだけ

で、それこそ希少な野生生物を保護しなければ

ならないという中で、かなり厳しく規制がかか

っているという一つの状況の中におきまして、

この大規模太陽光発電のほうにつきましては、

そのような規制がかかっていないというところ

に、我々市町村が振り回されているという状況

に陥ったというところにあろうかというように

思っております。 

 そのようなことを踏まえた場合に、今、菊池

巳喜男議員のほうから、地域との融合という話

がありました。これが極めて大事なキーワード

ではないのかなというように思っております。 

 地域住民にさまざまな形での問題点をという

中におきまして、今、小友町外山地区で工事が

進めております太陽光発電事業によりますと、

一つは水田の濁水流入による除草剤の効果低減

被害についても出てきている。 

 あるいはパイプライン等の設備への土砂の堆

積及び機能低下の懸念といったものが出てきて

いる。さらには、下流域の生態系が悪化したと

いう現象も起きてきている。淡水魚もこれも被

害は受けている。さらには、まさに飲み水にし

てもいいよっていったような沢水の中で生活を

していた中におきまして、地域住民の方々の精

神的な被害なども出てきているという、そのよ

うな中での問題点が発生をしていることになる

わけであります。 

 公害防止あるいは環境保全等に関する協定を

締結をいたしました。それを根拠に、事業者に

まさにさまざまな形で、10回、20回と指導を行

ってるわけでありますけども、なかなか改善が

見えてこないという中で、国のほうにもしっか

り指導してほしいということの申し入れを行う

とともに、県のほうともしっかり連携を図りな

がら、業者と向き合いながら、しかるべき対策

を万全に図ってほしいというような中での活動

を行ってきているわけであります。 

 これが今、我々の置かれてる状況になれば、

指導という一つの立場の中、ただ、指導といっ

ても、ただ単に困るの指導ではできないという

中で、環境の保全に、景観の保全に関するとい

う条例に基づきまして、学識経験者、岩手大学、

県立大学あるいはそれぞれの関連するさまざま

な立場の方々を、構成をいたしまして、審議会

を立ち上げ、まさに多角的な面からこの指導の

根拠、あるいは指導の一つのポイントといった

ものを、意見をいただきながら調整を、立入調

査や書面指導などを行ってきている。 

 ただ困る困るだけでやっているわけではない。

さまざまな客観的な情報さらには専門の立場の

方々の御指導をいただきながら、あるいは市の

顧問弁護士と申しますか、法律等に伴うさまざ

まなことに相談に乗っていただいております、

弁護士さんのほうからもいろいろ御指導いただ

きながら、そのような手順を踏みながら、問題

解決に向けて、真摯に向き合って取り組んでい

るという、そのような状況の中にあるわけであ

ります。 

 したがって、繰り返して、これも先ほども繰

り返してという話ありましたけども、これまた

何度も申し上げますけども、現段階では、環境

影響評価法の適用を受けない、小友町外山地区

の太陽光発電事業のように、さらには大規模山

林開発を行う場合においても、林地開発許可の
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対象とならない場合もあるなど、現行法上、規

制に関する向き合い方については、かなり厳し

い状況にあるということを踏まえて、今申し上

げましたような、さまざまな全国の事例、さら

には専門の方々のいろんな意見、提言、指導、

そのようなものもいただき、あるいはもう一方

においては、地域住民の皆様の、今、６点、７

点と申し上げましたけども、そのようなことを

しっかり踏まえながら、施工業者、あるいはこ

の事業主のほうと向き合っているというのが、

今の現状であるということを申し上げまして、

繰り返しますけども、再生可能エネルギーの活

用とそのようなものについては、やっぱり大事

な一つのエネルギーの確保という面においては

大事なものであるわけでありますけども、やは

りあのような乱開発のようなものは、やっぱり

防止しなければならないというか、万全の対策

を講じてもらわなければならないということに

なるんではないのかな、というように承知をい

たしております。 

○議長（浅沼幸雄君）  12番菊池巳喜男君。 

   〔12番菊池巳喜男君登壇〕 

○12番（菊池巳喜男君）  まさに市長が今答弁

にございましたが、かつて私も外山、太陽光発

電に関しましては、問題が発生した際に、一般

質問をした経過がございます。 

 川上から川下まで河川が汚濁の問題点が発生

をいたしまして、非常に、今問題になってるわ

けでございますけども、事業の早期完了を図る

べく、環境の早期復帰に向けて、いろいろ御指

導いただければと思っているところでございま

す。 

 次に、遠野市景観資源の保全と再生可能エネ

ルギーの活用との調和に関する条例の一部改正

の案件など、太陽光発電を取り巻く環境対応を

整えようということで条例改正も出ているよう

でございますが、その計画はいろいろとこれか

ら議論されていくと思いますけども、幾つかの

ポイント、適応させていくつもりのポイント等

を伺いたいと次に思います。 

○議長（浅沼幸雄君）  本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君）  この再生可能エネル

ギーの調和に関する条例の一部改正につきまし

ては、これも昨年の３月定例市議会で、市議会

のほうからも意見書の提出もいただいていると

いう部分を含めながら、もともと私自身はこの

メガソーラーという部分につきましては、災害

防止あるいは景観資源、あるいは自然破壊、あ

るいはさまざまな地域住民との言葉としてでご

ざいますけども、融合というようなことを考え

れば、単なる市に税金が入っていいでしょうと

いう、それだけでもって判断する問題ではない

ということを常々思っておりました。 

 したがいまして、全県内でも早く景観資源と

の調和に関する条例というものを定めて、何と

かこの中で踏ん張ることができるんじゃないの

かなというように、今思っていたわけでありま

すけども、何度も申し上げましたとおり、いろ

んな規制問題等につきましては、市町村の立場

としては、限界があるということも踏まえなが

ら、思い切って一つの条例の中でこの問題に向

き合おうという中で、規制を厳しくするという

内容の中で、今議会の中に議員の皆様の審査を

いただくように、提案を申し上げているところ

なわけであります。 

 遠野市が、再生可能エネルギーの特に大規模

太陽光発電事業に向き合うために、届け出制か

ら許可制にする、全域を対象にする。厳しく、

それと向き合う。面積案件も１ヘクタールとい

うような中において、しっかりと向き合うとい

うことが、地元の新聞等にも報じられました。 

 その中におきまして、多くの方々からファク

スやメールや、あるいは手紙等で、よくそこま

で踏み込んだというような、そのような情報と

いうよりも、応援をいただいております。反響

の大きさに、正直私も驚いております。 

 それだけ反響が大きいということは、この問

題が特に地方の遠野市のような環境にあるとこ

ろにあっては、みんな同じような課題を抱えて

いるんだなということを、その中で知ったわけ

であります。 
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 山形県の親しくしております、ある首長から

は、うちも100ヘクタールほどの事業が持ち込

まれて本当に困ってると、そこで県としっかり

連携を図りながら、今それと向き合ってるんだ

と、いい話をいただいたというような、そのよ

うな連絡もいただいておりますので、やはり国

土保全、そして想定外の災害といったことを考

え、もう一方においては、エネルギーというも

のはどのように考えなければならないのか、エ

ネルギーの確保をどのように考えなければなら

ないのか、国土の一極集中、東京一極集中とい

う中で、地方のあり方が問われているわけであ

りますけども、地方にそのような形での事業を

持ち込んで、税収がふえるからいいだろうとい

うだけで、片づける問題ではないんじゃないの

かな、そのようなことの一石を投じるためにも、

この条例はやはり大きなインパクトのある発信

力を持った、条例改正に持ち込めることができ

るんじゃないのかなというに、認識をいたして

いるところでございますから、議員各位のそれ

ぞれの立場における審査をいただき、これを遠

野市から発信してまいりたいというように考え

ておるところでございますので、よろしくお願

いを申し上げたいと思っております。 

○議長（浅沼幸雄君）  12番菊池巳喜男君。 

   〔12番菊池巳喜男君登壇〕 

○12番（菊池巳喜男君）  ただいま市長のほう

からエネルギーの確保について、いろいろなお

話がございました。答弁がございました。 

 これからは、エネルギー確保について大胆に

質問をさせてまいります。 

 再生可能エネルギーというのは、これからの

日本のエネルギーを構築する中で、重要なエネ

ルギーと捉えているところでもございます。 

 昨日は小林立栄議員のほうから、水素エネル

ギーの普及に関しまして、質疑がございました

けども、私は、そういう再生可能の中でも、水

素エネルギーとはまた別に、木質バイオマスに

関しまして質問を進めさせていただきます。 

 遠野市では、これまで木質バイオマスによる

ボイラーを公共施設に導入してまいりました。

これは単なる熱源として活用であります。 

 全国的に見ますと、木質バイオマスによる発

電を既に実行している自治体もあります。 

 この遠野市は、御存じのとおり、市の面積の

８割を森林で占め、森林資源が豊富に存在して

おります。木質バイオマス発電まで考えを持っ

たことはないものなのか。 

 特にも、森林環境譲与税基金の制定からも、

間伐木材利用促進普及にも、弾みがつくのでは

ないかとか考えますが、まずその辺から質問を

進めてまいります。 

○議長（浅沼幸雄君）  本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君）  再生可能エネルギーの

一つとして、この御質問の中でありましたとお

り、木質バイオマス事業があるわけであります。 

 森林が、遠野市は８割を占めてるということ

は、いつも私も申し上げておりますし、ただい

ま、議員の中からも８割が森林資源じゃないか

なという話が出ました。 

 この資源をどう利活用するかということも、

極めて大事な大事なプロジェクトであります。 

 よくいう川上から川下循環型、それぞれ単な

る除間伐だけじゃなくして、伐期が来た木も、

その伐期にあわせて切って用材にしなければ使

い物にならないという、そのような話も、私も

聞いておりまして、そうなれば、計画的な伐採

と、しっかりとした用材にするための除間伐と

いう山林の手入れが必要なわけであります。 

 そうしますと、用材になるのと、ならないと、

そのようなものがあるわけでありますから、な

らないものについては、木質バイオマスという

中で熱源にする、あるいは発電に持っていくと

いうプログラムは、これはごく当然のことでは

ないのかなというように思っておりますけども、

木質バイオマス発電等につきましては、やはり

さまざまな設備がこれ必要とするという状況で

ありますので、その点をしっかりと踏まえた中

で、発電事業がどのような中での、いうなれば

コスト、採算性の問題も含めまして、どのよう

な形になるのか、大規模な発電設備になればな
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るほど、事業採算性が高いということになるわ

けでありますから、そうしますと、いろんな、

今、現実的には丸太単価が高騰し、製材所等が

購入できないという課題も出てきているという

ことも伺っているわけでございますので、よほ

どしっかりとした供給と需要のバランスを考え

ながら、仕組みに持っていかなければならない

課題ではないのかなというように思っていると

ころでありますので、その辺をしっかり踏まえ

た中でのプロジェクトと申しますと、この事業

には取り組まなければならないんじゃないのか

なというように思っております。 

 発電の過程において生じる熱エネルギーのう

ち、最終的に発電に利用されるのが約２割、残

りの熱エネルギーは使われないまま放散される

という、そのような施設が多いということも伺

っているところでありますので、やはり課題が

大分あるのじゃないかなというように思ってい

るところであります。 

 繰り返しますけども、このような再生可能エ

ネルギーの木質バイオマス事業等によって、山

がしっかりと手入れをされるということは、こ

れは非常に大事な大事な一つの取り組まなけれ

ばならないプログラムではないのかなというよ

うに承知をいたしております。 

○議長（浅沼幸雄君）  12番菊池巳喜男君。 

   〔12番菊池巳喜男君登壇〕 

○12番（菊池巳喜男君）  いろいろ今答弁がご

ざいました。もう少し私も突っ込んでこう発言

をさせていただきますが、この木質バイオマス

発電を行うことによって、市内の各世帯に電力

を自給自足することも、可能になるのではない

のかなというふうにも、私なりに考えます。 

 ちょっと自治体の例を申し上げますと、その

先進地事例といたしまして、先ほど静岡県のお

話が市長のほうからございましたが、同じ静岡

県の浜松市では、浜松市が出資する浜松新電力

が太陽光発電とごみ焼却の余熱で発電を行って

いるという実例もあります。 

 また、岡山県、鳥取に近い真庭市というとこ

ろがございますが、この真庭市は当市と同等の

面積があり、森林の含める割合も同じ80％とい

う中で、一般木材５万4,000トンを地元で調達

しているバイオマス発電所があるということを

知りました。 

 これは一般家庭２万2,000戸分の世帯の発電

を担うということでございました。 

 まさに、電力の自給自足といえると思います。 

 遠野市は食料自給率が37％、8％の世界でご

ざいますけども、電力の自給自足を考えてもい

いのではないのかなというふうに考えておりま

す。 

 このように、発電事業による産業振興、そし

て雇用の増加にもつながるのではないのかなと

いうふうに考えるところでございます。 

 電力の需給となれば、防災上で、この前の東

日本大震災のように停電の上では、大きな対策

にも考えますし、一緒にごみを焼却できる、燃

やすこともできたりするということで、運用が

効率的に広がるメリットも考えられるのではな

いのかな、というふうに考えられております。 

 それで発生する熱量に関しましては、今現在、

綾織の清養園では、燃料を購入してるというよ

うなことでもございますので、低コスト化で清

養園の運営も図られるのではないのかなという

ふうな考えもございます。 

 こういうことを考えますと、大胆に前向きな

プロジェクトというふうな形で考えていただき、

研究的な、創生チームもつくってもいいんじゃ

ないのかなというふうに考えますが、市長の見

解をお伺いいたします。 

○議長（浅沼幸雄君）  本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君）  木質バイオマス発電事

業、電力の自給自足という言葉が出てまいりま

した。 

 また、この産業振興あるいは雇用対策、さら

にはごみ処理の問題なども含めながら、１つの

例として、清養園の問題も今提起されながら、

どうなんだろうというような提案型の質問であ

ったというように承知をいたしました。 

 木質バイオマス発電につきましては、先ほど
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もちょっと申し上げましたとおり、熱利用とい

う部分につきましては、非常にまだまだ課題が

あるし、規模も大きなものにしなければ採算性

もとれないというそのようなことで、ただいま

の御質問をお聞きしながらも、私も思い出して

おりますけども、花巻の工業団地のほうに大規

模な木質バイオマス発電事業が展開されるとき

に、遠野市に協力要請がありました。 

 その協力要請があったのは、全てがバイオマ

ス発電の木材を、直接花巻のほうに運ぶのには

コスト的にもいろいろあるんで、遠野にストッ

クヤードを一つ設けたいという、そういう要請

でありました。 

 遠野市にストックヤードを設けて、周辺から、

熱源の燃料を集めて、そして花巻に運ぶという、

そのような構想でありました。 

 そのときに、県のほうに申し入れしたのは、

大規模な木質系バイオマス発電事業を展開する

ということ自体は、再生可能エネルギーとすれ

ば、必要なプロジェクトであると思うけども、

いくら森林県岩手といっても、まさに限りがあ

るよ、どのような形で除間伐を行い、あるいは

伐期が来た山林を伐採したならば、そこに植林

をするという、極めてシンプルなこの循環型の

仕組みをしっかりつくらなければ、ただ、発電

事業があった、そこに物を持っていけばいい、

そのようなことがあったんではなりませんよ、

ということを申し上げたわけでありますけども、

なかなかその辺のトータルコーディネートする

セクションがないまま、立ち上がったという経

緯があります。 

 したがいまして、そのようなことを踏まえれ

ば、ただいま申し上げましたとおり、優先的な

電力の供給などによりまして、導入による効果

といったものが見込まれるということはそのと

おりであります。御質問にあったとおりであり

ます。 

 ただ、ただいま申し上げたとおりに、そのよ

うないろんな課題があるという中におきまして

は、木質バイオマス発電事業に、市としてこれ

を導入するという計画は、今のところ思ってお

りません。 

 そして、また清養園クリーンセンターのボイ

ラー設備につきましては、これは平成27年９月

でありますけども、ごみ処理施設の閉鎖、ごみ

焼却ができなくなったわけであります。それに

伴いまして、保養施設の熱源がなくなるという

ことで、あくまでも当面の間として、石油ボイ

ラーを導入しながら、現在に至っているという

状況にあります。 

 これは、あくまでも当面の対応として、その

ような対応をとったと、その中におきまして、

保養施設の清養園そのものも、大分老朽化して

きてるというような現実があるわけであります

から、やはりこれは抜本的に、清養園のあり方

も文字どおり考えなければならない、もう時期

にも来てるわけでございますので、その辺のと

ころもしっかり踏まえた中で、清養園の位置づ

けのプロジェクトの中から、考えるという中で

ありますので、ボイラー設備の更新を、バイオ

マス発電のこの燃料の中で持っていくかという

ことについては、現時点では予定はしていない。 

 逆に、保養施設のあり方について、やはり抜

本的な議論を深めていかなければならない、そ

のような時期に来ているんじゃないのかな、と

いうように思ってるとこでございますので、繰

り返しになりますけども、非常にいい切り口で

ある。また、いい仕組みでもある。また、再生

可能エネルギーとしても位置づけることも可能

である。 

 だけども、かなり大規模な発電設備に持ち込

まなければ、採算性はとれないとなれば、そう

なれば、いうところのどのような連携の中で、

木質バイオマス発電事業というのを岩手県とし

て、どのように位置づけるのかっていうことの

トータルコーディネートがなければ、やっぱり

だめじゃないのかなというように思ってるとこ

でございますから、その認識を示して答弁とさ

せていただきます。 

○議長（浅沼幸雄君）  12番菊池巳喜男君。 

   〔12番菊池巳喜男君登壇〕 

○12番（菊池巳喜男君）  今、答弁で清養園の
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あり方については、当面は、燃料を購入しなが

らということで、将来的にはいろいろ考えてい

くというようなお話もありました。 

 木質バイオマス発電、長所がある反面、短所

もあるというようなこともあります。大規模で

やらなければならないというような問題もあり

ます。 

 遠野市ばかりでなく、岩手県自体とも考えを

共有しながら、ぜひプロジェクトに持ち込める

ような形に持っていけばいいのではないのかな

というふうに思いますし、ちょっと遠いですが、

岡山県の真庭市というところにも研修に行ける

機会を持っていただければなと、岡山県の総社

市の一番鳥取寄りの北のほうにございますので、

私も何か機会があればと思っているところでも

あります。 

 それでは、次の大項目２点の新型コロナウイ

ルス等の対策についてに入ります。 

 きのう、きょうと同僚議員が、２名が質問さ

れております。 

 我が会派からも、きょうは瀧本孝一議員も質

問されておりますので、会派で２人で質問して

どうするんだということにもなろうかと思いま

すけども、いろいろ考えながら、質問してまい

りたいというふうに思っておりますので、配慮

をいただければと思います。 

 新型コロナウイルスは、先ほども話しており

ましたけども、中国の武漢から発生したという

ことで、既に皆さん御存じのとおり、国内でも

感染が拡大して政府の対応というのも後々とい

う形で、政府の対応に疑問を有している点も

多々あります。 

 遠野市としても他人事ではなく、市民に不安

を与えるだけでなく、対策を行政のいろいろな

機関紙の発行という形で、市民に安心安全を伝

達していくことが大切だというふうに考えてお

りますけども、重複する点も多々多いかと思い

ますけども、その辺の行動に関しまして、述べ

られなかった部分で結構ですので、その辺を答

弁願いたいと思います。 

○議長（浅沼幸雄君）  本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君）  新型コロナウイルスの

感染症対策につきましては、これは刻一刻状況

が変わってきております。 

 私も長いこういう立場の中におきまして、こ

のような中で、政府がほとんど関係機関、ある

いは、県を含め市町村自治体とも十分連携をと

れないまま、総理がまさに政治判断として、全

国一律小中高休校にするというような展開と、

それを指示し、協力をお願いするといったよう

な状況になったということについては、やはり

正直驚き、困惑をしたという中に、事態の深刻

化ということも、その中にあるんじゃないのか

なと思っております。 

 リスク管理をどのように持っていくかという

ことが一番大事であります。 

 リスク管理どのようにという分におきまして

は、基本はやはり情報であります。情報をいか

に提供し、その中で、それぞれの関係者がしっ

かりと取り組んでいるんだなと、安心なんだな、

安全なんだなという中において、不安を少しで

も取り除きながら、それぞれが冷静に対応して

もらうということが、リスク管理として極めて

極めて基本なわけであります。 

 そのようなことも含めながら、県のほうと、

あるいは県の中部保健所のほうからの指示によ

りまして、それぞれ対処をしてまいりました。 

 ２月４日、あるいは２月の26日岩手中部圏域

新型インフルエンザ等対策関係機関連絡調整会

議といったものにも出席しながら、情報共有と

対応方法について、確認を行ってきたというこ

とであります。 

 そして、なおこの新型コロナウイルスについ

ての相談窓口や情報は、市のホームページで周

知を図り、感染症に関する予防については、遠

野テレビなども通じながら、多くの市民の皆様

への提供と周知を図ってまいりました。 

 そして、また、先ほど申し上げましたとおり、

国のそのような決定を受け、また刻一刻情報が

変わっている。感染拡大も集団感染も出てきて

いるというような、そのようなことも報じられ
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ているわけでございますから、やっぱりかなり

の緊張感を持って対応しなきゃならないという

中で、先般の土日を返上いたしまして、関係者

が集まりながら、臨時の遠野広報を発行いたし

まして、それぞれの市民の皆様に安心して、安

全のために、安心安全のために、冷静にという

呼びかけを行いながら、情報収集に当たり、ま

た情報提供に当たるというところに、全力を挙

げているところでございますので、それぞれの

いろんなツールを使いながら、情報提供と情報

周知に全力を挙げながら、市民の皆さんの不安

を少しでも取り除くように、しっかりと対応し

てまいりたいというように考えております。 

○議長（浅沼幸雄君）  12番菊池巳喜男君。 

   〔12番菊池巳喜男君登壇〕 

○12番（菊池巳喜男君）  ただいま、臨時の遠

野広報を出しながら、市民に周知徹底をし、い

ろいろ情報提供するということで、極めて重要

な部分を答弁いただきました。 

 政府のほうでも、ウイルスを検出するＰＣＲ

検査というものがあるというふうに聞いており

ますが、医療保険に適応するというようなこと

で、本人負担をできるだけなくすというんでし

ょうか、そういう方向であるというふうに、国

会等々でも答弁が、ニュースでもあったように

記憶しておりますが、いろいろ学校も、このと

おり休業ということでございますし、いろいろ

福祉施設等に関しましても、いろいろな対策を

講じていかなければならないというのは、その

とおりでございますけども、特に、公共施設で、

こういう市役所等々でも、発生前と発生後のい

ろいろな対策を講じているかと思いますけども、

ある市では、市職員が多く、それこそ休みにな

るというような話も聞いているというように報

道がありましたけども、その辺どのようにこう

考えているのか、ちょっと答弁をお願いしたい

と思います。 

○議長（浅沼幸雄君）  本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君）  先ほど来申し上げてお

りますとおり、刻一刻状況が変わってきている

という中で、政府のほうも、まさに走り陣立て

の中で、さまざまな手だてを講じている。特別

立法も考えている。 

 あるいは、検査料についての対応も保険制度

を適用するというようなことも考えているとい

うな、そのような話も報じられているとこであ

りますから、その辺の情報をしっかりと把握し

ながら、適時適切にその流れに、あるいはその

情報に対応できるように、関係機関と情報を共

有しながら、適時適切と申しますか、タイミン

グを誤らないように、対応してまいりたいとい

うように考えております。 

○議長（浅沼幸雄君）  12番菊池巳喜男君。 

   〔12番菊池巳喜男君登壇〕 

○12番（菊池巳喜男君）  はい、わかりました。

新コロナウイルスの陰というんでしょうか、一

方で、この冬、遠野市内の学校におかれまして

も、インフルエンザが流行したというふうに聞

いておりますけども、小中学校、保育園等で発

生して、学級閉鎖等々もあったかというふうに

聞いておりますが、インフルエンザの現状はど

うなっているのかと、ことをお聞きしたいと思

います。 

○議長（浅沼幸雄君）  本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君）  インフルエンザ等によ

っての、その状況はという御質問でありました。 

 ２月25日現在という中で捉えた数字でありま

すけども、市内で、学校等で閉鎖措置をとって

いる学校はありません。 

 また、岩手県のインフルエンザの発生状況は、

最新の状況、これは２月10日から２月の16日ま

での中で、減少傾向にあるという、そのような

情報であります。 

 ただ、インフルエンザＢ型がふえてきており、

一度かかって再び他の方にかかる場合もあるた

め、引き続き注意が必要だという、そのような

対応が言われているところでありますので、遠

野テレビや市の広報、地域の集会等におきまし

て、注意喚起するとともに、基本であります、

手洗いあるいはアルコール消毒、咳エチケット
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等について今後も周知を図っていくという、そ

の対応をしていかなければならないかというよ

うに認識しております。 

○議長（浅沼幸雄君）  12番菊池巳喜男君。 

   〔12番菊池巳喜男君登壇〕 

○12番（菊池巳喜男君）  インフルエンザに関

しましては、減少傾向にあるんだということで、

一安心をしているところですが、注意喚起も必

要だということでもあるようでございます。 

 次に、同僚議員等ともお話ししておりますの

で、経済に与える影響等々を聞き、私も用意し

ておりましたけども、きのうも詳しく小林議員

からも質問があり、それに関しまして、市長の

ほうからの答弁もございました。いろいろな形

で、中国からの原材料が不足して、出荷量の減

少もあるというような形で、企業に関しまして

は、市独自の利子補給等々で対策をしてるんだ

よというようなお話もございましたけども、何

かそのほかに述べたい、述べたいというのは失

礼なんですが、答弁がありましたら、お聞きし

たいと思います。 

○議長（浅沼幸雄君）  本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君）  ただいま、それ以外の

答弁をということでありましたけども、状況は

刻一刻変わってきてるという中にありまして、

いろんな特別立法も講じられるということであ

りますし、予備費を流用しながら2,700億円ほ

どの予備費を流用しながら、あるいは緊急経済

対策として、新たな予算措置も考えるというこ

とがあるわけでありますから、その辺の情報を

しっかりと捉えながら、けさほどの新聞報道に

よりますと、子どもを持ってる共稼ぎの家族等

に対しましては、休業補償も、これも万全の措

置をとるというような話も出てきておりますの

で、その辺をしっかり把握しながら、遠野市と

してできることは何なのか、国、県との連携を

図りながら、対応していかなきゃならないかと

思っておりますけども、少なくとも２つの事業

所が、新型コロナウイルスの感染症の影響によ

りまして、売上高が対前年当月比で20％を減少

したというような、そのような報告も受けてお

ります。 

 それから、中国のほうに調達をしております、

原材料や部品の調達が困難になる事例、あるい

は中国への製品の出荷量が大幅に減少したとい

う事例も出てきているということであります。 

 観光面でも、これもそれぞれキャンセルが出

てきておりまして、これも前に答弁を申し上げ

た内容でありますけども、そのほかということ

になれば、何度も申しますけども、地域経済の

影響見通しについても、この３月上旬、国を挙

げた感染防止策あるいは対策、各国の取り決め

によりまして、この一つの見通しが見えてくる

んではないのかなというふうに思っております

ので、事態の変化をしっかりと見きわめながら、

国、県、あるいは金融機関、中小企業団体等の

支援策を展開をしながら、特に、産業振興、事

業者の資金繰り等について、市独自の、いうな

れば利子補給なども措置をするなど、足元の状

況をしっかり見た支援策などを行ってまいりた

いというように考えております。 

○議長（浅沼幸雄君）  12番菊池巳喜男君。 

   〔12番菊池巳喜男君登壇〕 

○12番（菊池巳喜男君）  子どもがいる家庭の

共稼ぎに関しましても、いろいろな施策をとっ

ているというふうに伺っておりますけども、遠

野市といたしましても、その辺、市長が言う情

報をきちんと共有しながら万全な体制をとって

いただきたいなというふうに思います。 

 それでは、最後の大項目に入りますが、高校

再編の現状についてお聞きをしてまいります。 

 遠野高校では、総合学習の時間を使ったプロ

ジェクトを2017年から展開し、昨年は学校現場

の課題を解決するユニークな取り組みとして、

教職員支援機構が選ぶ優秀賞に輝いたという新

聞報道がございました。 

 一方、遠野緑峰高校では、もうすでに皆さん

御存じのとおり、琴畑カブの再生プロジェクト

におきまして、全日本漬物グランプリで日本一

に輝くというふうに、２つの高校がすばらしい

活躍をしているというふうなニュースがござい
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ました。 

 その中におかれまして、まもなく高校の入試

があるわけでございますけども、さきの地元紙

では、今年度の高校の志願者数が掲載されてお

りました。 

 遠野高校の志願者数は100人を割るような形

の現象が伝えられる反面、遠野緑峰高校の志願

者は40人の定員に対しまして、28人、29人とい

うことで頑張っているなというふうに記憶を、

頑張ってるというのは、ちょっと表現がおかし

いかもしれませんけども、志願者がそれぞれ緑

峰高校にあるなというふうに記憶しております。 

 この少子化の中で市内２校の存続に向けて、

どのように支えながら行くことができるのかと

いうことを考えますけども、高校や中学校に対

して地元をＰＲを行いながら、存続に向けて現

状はどのように推移しているものなのかを、最

初に伺ってまいります。 

○議長（浅沼幸雄君）  本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君）  ただいま、この前、締

め切られました県立高校の志願者の状況を踏ま

えての御質問でありました。 

 ２校存続に向けてという分の中におきまして、

この問題は遠野市だけの問題ではない。少子化

という、人口減少という一つの流れにどのよう

に向き合って、地域人材をしっかりと育成して

いくという高校教育の環境を、どう構築するの

かということが大事である。 

 志願者が少ないから、だから再編統合縮小と

いうだけではない。新たなスタンダード基準を

設けなければ、地域人材の育成も高校教育の場

が地域から消える。そうあってはならない。 

 また教育といったものに、一極集中のような、

その構造をつくってはならないといういう一つ

の思いの中から、この２校存続体制について、

各議員の理解もいただきながら、活動に取り組

んでまいりました。 

 今現状はどうなってるのかということであり

ましたので、答弁の中におきまして、その現状

について申し上げますけども、遠野市の教育委

員会の事務局に、全33の市町村で構成をいたし

ました、新たな高校を考える市町村長懇談会の

事務局を、遠野市の教育委員会のほうに設置を

いたしました。 

 その事務局長の立場で、いろいろ活動をしま

した教育部長のほうから、その現状等について

答弁を申し上げますので、御了解いただければ

と思っております。 

○議長（浅沼幸雄君）  澤村教育部長。 

○教育委員会事務局教育部長（澤村一行君）  

命によりまして、菊池巳喜男議員の御質問にお

答えいたします。 

 県立高等学校再編計画を踏まえた、遠野高校

及び遠野緑峰高校の存続にかかる、これまでの

取り組み経過と現在の状況について、御説明し

たいと思います。 

 議員御承知のとおり、平成28年３月に岩手県

教育委員会では、新たな県立高等学校再編計画

を策定し、前期計画に基づき、生徒数の減少理

由として、令和２年度に遠野高校と遠野緑峰高

校を統合する方針が示されました。 

 本市では、高校再編計画の公表に先立ち、生

徒の求める学びの多様性に対応するとともに、

地域の未来を担う人材育成に大きな役割を担っ

てきた２校の存続を目的に、高校再編を考える

市民会議が設立され、これまでさまざまな市民

運動が展開されてまいりました。 

 さらには、平成28年４月に中高連携サポート

室を設置し、平成29年２月に策定しました高校

魅力化アクションプランに基づき、両校の魅力

化に向け各種支援を拡充してまいりました。 

 平成29年11月には、高校再編を考える市民会

議は、市民の皆様の御協力のもと取りまとめし

ました１万筆を超える署名簿を、岩手県議会議

長と県教育長に提出するとともに、請願書を岩

手県議会に提出しております。 

 これらの取り組みの結果、遠野高校及び遠野

緑峰高校の地方創生に向けた取り組みと、入学

者数の改善が評価され、平成30年５月に県教育

委員会では、統合半断時期を２年間先送りし、

令和２年度とする方針の見直しが行われており
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ます。 

 一方、全県的な取り組みとしましては、地元

高校存続に強い危機感を持つ首長が呼びかけ人

となり、平成30年４月に高校再編を考える市町

村長懇談会を開催し、情報共有を行うとともに、

同年10月には、県内全33市町村長の賛同を得て、

岩手の高校教育を考える市町村長懇談会を設立

し、代表世話人を本田遠野市長が務めていると

ころであります。 

 市町村長懇談会においては、県内の市町村長

のほか、県議会議員を招いてのフォーラム等を

開催し、少人数学級の導入と小規模校の存続を

実現する、岩手モデルの構築を目指した活動を

展開してまいりました。 

 このような中、県教育委員会では、平成30年

12月から、高校再編後期計画の策定に向けて、

地域検討会議を県内各ブロック単位で開催して

おります。 

 このような状況を踏まえ、市町村長懇談会で

は、令和２年１月に、高校再編後期計画の策定

にかかわっての岩手の高校教育を考える提言書

をまとめ、世話人が中心となって、岩手県知事、

県教育長、県議会議長や関係機関、団体への政

策提言活動を展開しております。 

 また、高校再編を考える市民会議では、高校

魅力化市民フォーラムの開催や県教育委員会の

高校再編後期計画の出前講座を企画するなど、

高校が果たす地域での役割などについて、市民

と一緒に考える機会の提供などの活動を行って

まいりました。 

 このような状況の中、本年２月６日に、新た

な県立高等学校再編計画後期計画案が岩手県教

育委員会から示されました。 

 統合の判断時期が２年間延期されている遠野

高校と遠野緑峰高校については、令和２年度ま

での入学者数の推移等により統合時期を判断す

るとされ、統合を前提とした前期計画を引きず

ったままとなっております。 

 令和２年度の公立高校出願状況が公表され、

遠野高校は160人の募集定員に対し、推薦合格

者を含め94人の志願者数であり、定員を大幅に

下回ったことから、岩手県立高等学校の管理運

営に関する規則にのっとり、遠野高校の学級減

について検討されることが危惧されている状況

にあります。 

 一方、遠野緑峰高校については、２学科それ

ぞれ40人の募集定員に対し、志願者数が、生産

技術科が29人、情報処理科が28人となっており、

県教育委員会が示している統合判断基準の20人

を上回る人数を確保できる見込みが立つことか

ら、令和２年度の統合判断は回避できるものと

考えているところでございます。 

 以上、答弁といたします。 

○議長（浅沼幸雄君）  12番菊池巳喜男君。 

   〔12番菊池巳喜男君登壇〕 

○12番（菊池巳喜男君）  ただいま教育部長の

ほうから詳しく報告がございました。その中で、

遠野高校は94名の志願者ということで学級減が

危惧されるという反面、遠野緑峰高校では、統

合が延びるっていうんでしょうか、今後、考え

られるものというふうに考えておりますけども、

最後の質問になりますけども、33市町村の代表

世話人ということで、市長もいろいろな形で、

それぞれ地域にも赴いているのかなあというふ

うにも考えますけども、今後、県下そして遠野

の高校再編をどのように考え、どのように進め

ていこうとしているのかを伺いたいと思います。 

○議長（浅沼幸雄君）  本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君）  この高校の再編問題に

つきましては、ただいま教育部長のほうから、

これまでの取り組み経過について詳しく答弁を

申し上げました。 

 １つのテーマ、新たな高校を考えるという

テーマに基づきまして、県内33の市町村が足並

みをそろえて、それぞれ賛同しながら、提言書

としてまとめ提言活動を行ったということは、

多分これまでの県の中における取り組みとして

は、初めてのことではなかったのかなと思って

おります。 

 道路やさまざまなインフラ整備あるいは産業

振興、あるいは保健医療、福祉を含めて、それ
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ぞれの地域課題について、要望、陳情というこ

とは行ってるわけでありますけども、教育とか

医療には地域格差があってはならない。これや

はり基本だというように私は思っております。 

 そのような認識に立ちまして、全市町村に呼

びかけたという中で、全市町村の首長から賛同

をいただいたということでの取り組みを今展開

しているわけであります。 

 この市町村懇談会がまとめた提言の中には、

４つのポイントがあります。小規模校の存続、

そして２つ目は少人数学級の運用、そして３つ

目は地域が求める学校・学科の配置、４つ目は

県外受け入れ制度の充実に向けた活動、このよ

うなことを一つのポイントと位置づけながら、

高校のあり方を考えていく。 

 まち・ひと・しごと地方創生法、５年目に入

りました。新たな２期計画を立てなければなり

ません。 

 その地方創生、まち・ひと・しごとの中にお

いて、頑張りという重点ポイントには地域人材

をどのように育成するかという一つの大きな課

題があったわけであります。 

 この少人数学級の導入、あるいは小規模校の

存続といったような中におきましては、遠野だ

けではない、岩手県だけではない、全国の地方

が同じような課題を抱えているという状況の中

にあるわけであります。 

 そうなれば、やはり新たな基準、新たな仕組

みをつくっていかなければならないというよう

に私は認識しております。 

 したがって、特に遠野で考えていく場合にお

きましては、令和２年度の新たな取り組みとい

たしましては、県外からの入学者の確保を図る

支援策として、さまざまな両校が懸命に、いろ

いろ御質問の中にも出ておりましたけども、全

国に地域づくりの中におけるプロジェクトを展

開して、大変な注目を集めているということも

踏まえて、それぞれの全国の自治体との連携を

図りながら、この分野にも、広域連携という仕

組みを持ち込むことが必要ではないのかなとい

うように思っております。 

 高校を核とした新たな人づくり・人の流れづ

くりに、プロジェクトとして位置づけながら、

それぞれの遠野高校や遠野緑峰高校の魅力を全

国に発信しながら、県外からの入学者も拡大を

図りながら受け入れるという部分も、やはり一

つの切り口としてあってもいいんじゃないだろ

うか、いうところの高校という場にも、交流人

口あるいは関係人口、ひいては将来、定住人口

に結びつけようとするような試みもその中にあ

ってもいいんではないだろうか、というような

ことも考えているところであります。 

 ただ、現段階では、新たな県立高等学校の再

編後期計画の案の段階でありますけども、前期

計画を引きずった計画になっておりますので、

またこの活動をさらに充実させながら、岩手ス

タンダード、岩手モデル、そのようなものをつ

くっていかなければならないんじゃないのかな

というように思っております。 

 繰り返しになりますけど、地方創生において

は、地域の人材を育成するために、地域の高校

の果たす役割が大変重要になってきてるという

ことを、しっかりと言い続けているわけでござ

いますから、その辺を踏まえながらという分の

中で、これも一つの表現とすれば、ありきたり

な表現になりますけども、県立高校だから県が

全てやらなきゃならないという考えは、とらな

くてもいいんじゃないだろうか、時代は変わっ

たんだと。 

 いろんな財政法とか、さまざまな地方財政法

とかいろんな縛りはあるけども、県立高校を存

続させるために貴重な財源を、その存続に向け

て支援策をいろいろ市町村はやりくりをしなが

ら、措置をしているんだという現実を踏まえれ

ば、地域人材あるいは地方の活性化、あるいは

過疎対策、あるいは１次産業の人材の育成、さ

らには郷土芸能を守るという、そのような人材、

もう一方においては、物づくりの人材といった

ようなものを、地方の高校にしっかりとを見出

さなければならないだろう。そうすれば総務省

の過疎対策にかかる予算、あるいは農水省の１

次産業振興にかかるさまざまな予算、国交省に
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かかる国土強靭化に基づくさまざまな予算、厚

労省、文科省、いろんな省庁が持っている予算

を、一つ流れを新たにつくれば、市町村も、そ

の地元の高校を守るという仕組みの中に、市町

村も参加できるんではないだろうかという話を、

県の教育長のほうには、事あるごとに話をして

いるところでございますので、これからもその

提言活動を、県内の市町村の総意といたしまし

て、訴えてまいりたいというように思っており

ますから、議員各位の御協力も、御理解もまた

いただければということをお願い申し上げたい

と思っております。 

○議長（浅沼幸雄君）  12番菊池巳喜男君。 

   〔12番菊池巳喜男君登壇〕 

○12番（菊池巳喜男君）  遠野高校そして遠野

緑峰高校が、それぞれ卒業式が行われ、卒業生

が巣立っていきました。 

 遠野の将来を担う若いこれからの人が、遠野

を離れていく寂しさもございますが、この遠野

にいつか戻って地域の人材として担うことを願

いつつ、私の一般質問を終わります。 

○議長（浅沼幸雄君）  10分間休憩いたします。 

   午後２時10分 休憩   

────────────────── 

   午後２時20分 開議   

○議長（浅沼幸雄君）  休憩前に引き続き、会

議を再開いたします。 

 引き続き、一般質問を行います。 

 次に進みます。10番多田勉君。 

   〔10番多田勉君登壇〕 

○10番（多田勉君）  多田勉でございます。 

 通告に従い、一般質問を行います。 

 大項目２点について、一問一答方式により順

次質問をしてまいります。 

 「支え合い、新たな時代を拓く予算」令和２

年度の予算が編成され、今定例会に提案されま

した。その予算総額は172億5,000万円、前年度

予算に比較して4.1％の減となっております。 

 人口減少が予測される中、さらに財政見込み

はマイナスに転じて行くだろうというふうに想

像する次第であります。 

 自治体財政の厳しい状況の中で、自主財源の

適正な確保を図るべく、現在、税務申告が行わ

れております。 

 毎年のことではありますけれども、限られた

体制の中で、円滑な事務執行に従事しておられ

る職員並びに納税思想の向上に努められている

市民に対して、この場を借りて敬意を表したい

と存じます。 

 時代の流れにおける変革は、これからの市政

運営に大きく影響してくるだろうというふうな

観点から、今回の質問を進めてまいります。 

 大項目１点目でございます。 

 風の丘進入路整備の経緯と現状についてを質

問してまいります。 

 風の丘進入路整備に伴う市道愛宕根岸線につ

ながる若宮２号線を管理する市の見解について

伺ってまいります。 

 風の丘の進入路整備が進めてまいりました。

そのことに対して、市の計画とその経緯にどの

ような対応をしてきたのか伺ってみたいと、こ

の整備に当たっては、平成30年度に１軒の市民

の移転補償をしてきたというふうに認識してお

ります。そういったことを踏まえながら、市長

の御答弁をお願いします。 

○議長（浅沼幸雄君）  本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君）  多田勉議員の一般質問

にお答えを申し上げます。 

 一問一答方式であり、ただいまは風の丘の進

入路整備に係る、この経緯といったものについ

ての状況についてのお尋ねでありました。 

 風の丘進入路整備計画は、平成28年に国、県、

関係機関を含めた機能充実検討会を組織いたし

まして、３年にわたり議論検討をしてきたとい

う経緯があります。 

 その中で、駐車場の拡張や遠野風の丘進入路

のこの渋滞の緩和が大きな課題と位置づけなが

ら、協議を進めてまいりました。 

 連休中のお盆などのこの繁忙期にあっては、

遠野風の丘の渋滞に対する苦情が少なからず、

当該施設をはじめ、警察、県あるいは市にも寄
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せられていたという一つの経過があります。 

 渋滞の原因は、国道からの出入り口が１カ所

しかないことに加え、利用者が風の丘を退出す

る際、左折レーンの自動車の視界が遮られ、見

通しがきかないといったようなことから退出で

きず、駐車場内でも渋滞が生じたという事態に

なっておりました。 

 また、左折レーンまで渋滞が及んだ場合に、

この花巻市方面からの利用者が右折して施設に

入れないことから、花巻方面においても渋滞が

発生したというような状況が生じておりました。 

 これらの原因により渋滞が発生することで、

周辺住民はじめ、広範囲の住民の方々、あるい

は遠野風の丘の利用者以外の道路利用者の通行

が支障になっており、抜本的な道路改良の必要

性が一つの課題として浮き彫りになっておった

わけであります。 

 また一方、この遠野風の丘の利用を目的とし

た方が断念して引き返す、これはチャンスロス

ということになろうかと思っておりますけれど

も、そのような事態も発生していたというよう

な状況であります。 

 そのようなことを踏まえ、この機能充実検討

会では、これらの課題解決に向けて、道の駅遠

野風の丘のこの整備充実整備計画を策定し、新

たに入退出路を設けることにより、国道及び駐

車場の渋滞緩和を図るとともに、地域住民の通

行の確保と道路利用者の利便性・安全性の確保

を優先し、事業を進めてまいりました。 

 策定された機能充実計画に基づき、関係者と

協議、交渉を進め、平成29年度には進入路整備

に係る土地所有者との合意に至り、平成30年度

に建物移転補償契約と土地売買契約が締結され、

土地所有者からも御協力をいただいたというよ

うな経緯の中で工事が進んだという状況であり

ますので、一つ御了承をいただければというよ

うに思っております。 

○議長（浅沼幸雄君）  10番多田勉君。 

   〔10番多田勉君登壇〕 

○10番（多田勉君）  平成28年度に国、県の機

能充実検討会、そういった中で現在、課題にな

っている駐車場の出入り口の関係、そしてまた、

夏場の渋滞、これは私も目の当たりにして実態

を承知はしておりますけれども、この市道につ

いては、長い歴史の中で、地域の生活に大きな

役割を果たしてきたというふうに思っておりま

す。 

 今回のこの進入路整備に伴って、従来の市道

の路線環境が大きく変更になりました。 

 先ほど、市長の答弁にはいろいろな課題の説

明もありましたけれども、以前は勾配の少ない

道路で、特に冬場の停車あるいは発進に際して

は、特に問題となるようなことはなかったわけ

でございますけれども、今回の整備で予想もし

なかった勾配ができ、逆に地域にとっては不便

を感ずる環境になったというふうに私は判断を

見ております。 

 市道として国道に出る際の一旦停止、これは

従来規制されておりましたけれども、今回の整

備では、駐車場に出入りする道路のほうが優先

となり、従来の市道のほうの勾配の中に一旦停

止の規制が敷かれております。 

 市長も現地を見ていると思いますけれども、

地域にとっては非常に不本意な対応と言わざる

を得ないというふうに思うわけであります。 

 市は、このことにどのような意を示し対応を

してきたのか、地域との意見調整がどのように

図られてきたのか、お伺いをいたします。 

○議長（浅沼幸雄君）  本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君）  ただいまの質問の中で、

地域にとっては不本意だというような、そのよ

うな質問の中に述べられておりました。そうい

うことを踏まえながら、市長そのものは現状を

見ているのかと、もう何度も何度も現場には足

を運んでおります。１日に２回行くこともあり

ます。そのような中で、現状については十分認

識しているということを踏まえて、ちょっとお

答えを申し上げたいと思っております。 

 今回の道路整備については、道路管理者であ

る岩手県とＪＲ釜石線の管理者であるＪＲ東日

本との合意に基づき、公安委員会、これは警察
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であります。公安委員会との協議によって、道

路のこの形状と遠野風の丘へのアクセスが決定

されたという一つの経過があります。 

 道路整備に当たりましては、県や市において

は、この事業用地に関わる地権者、その周辺住

民に整備内容を説明はいたしました。限られた

土地の範囲内で整備であることから、説明対象

者を限定して行ったという、担当者からはその

ように報告を受けているところであります。 

 また、遠野風の丘に関係している遠野ふるさ

と公社はじめ、テナント関係者を集め、整備に

向けた説明会も開催をしておりまして、平成30

年４月19日に行っているところであります。 

 今回の道路整備については、風の丘の関係者

や利用者の通行数が多くを占めていたことを踏

まえ、関係者や利用者の通行者が多く占めたこ

とを踏まえ、風の丘への利便性と安全性を考慮

した道路形状ということになったわけでありま

す。 

 また、市道の付けかえにあったことから、周

辺住民や関係者等を中心にできるだけ説明に配

慮をしたつもりで、配慮した中での一つの計画

の取り組みであったということでありますので、

御了承いただければと思っております。 

○議長（浅沼幸雄君）  10番多田勉君。 

   〔10番多田勉君登壇〕 

○10番（多田勉君）  いずれいろいろな関係機

関との法的な面、いろいろ協議の中で現在のよ

うな路線になったと、今の市長の答弁でありま

すけれども、実際、あの地区のある方の声を聞

きますと、とても使いにくいと、だから、今ま

では風の丘の下のほうに抜けていましたが、今

は日影橋のほうに出てから国道を向かって遠野

に来ていると、そういう地区の人もいるという

ことをここで伝えておきたいと。 

 ことしは雪が少ないので、特にスリップとか、

そういった状況に陥るということはなかっただ

ろうというふうには思います。 

 今後、遠野市としての住みよい地域の環境づ

くりは次世代に住みたいと、遠野に住みたいと

思えるようなまちづくりにつながっていくとい

うふうに私は思っておりますけれども、将来を

見据えたそのような環境づくりに、今回の道路

整備はどのように反映されてきたのか、市長が

考える地域づくり、市民協働というようなそう

いったものとの関わりも伺ってみたいと、県や

国の事業とはいえ、地域住民なり、市民の声を

県や国に発信できるのは、私は市にしかないと、

市だけの判断によらない場合も多々あろうかと

思いますけれども、市が県や国に協議、要望す

るのも何点かあったのではないのかなというふ

うな私なりの考えであります。そういったこと

について、どのようにお考えなのか、市長の答

弁をお願いします。 

○議長（浅沼幸雄君）  本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君）  次世代の中で、この住

みよい地域づくりという、まちづくりというこ

とについてどのような配慮がされたのかだろう

かと、それをしっかりコーディネートするのは

市の役目ではないだろうかという、そのような

認識での質問であったというふうに承知をいた

しました。 

 道路、橋梁の社会インフラ整備については、

道路法に基づき、幅員、勾配、あるいはカーブ

等、しっかりとその中に制限されるとともに、

道路交通法に基づく警察協議あるいは道路管理

者協議、さらには今回の工事に当たってはＪＲ

協議などもあり、かなりの部分が規制され、自

由裁量が制限されたという背景について、まず

もって御理解をいただければというように思っ

ております。 

 そして、これは安全性確保の観点という一つ

の命を守る、事故を起こしてはならない、利用

者の方々に何か不測の事態が生じてはならない、

この安全性という一つの確保の観点におきまし

て、これが客観的に決定されるべきものである

という一つの状況にあったわけであります。 

 市や地域住民の意見や意向を反映できるのは、

そういった意味においてはかなり限定の中での

一つの事業ではなかったのかなということも、

一つの側面としてあるということも、ただ、申
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し上げましたとおり、地域住民の住みやすい、

そしてまた、さまざまな形での利便性というこ

とも十分配慮をしながらという分につきまして

は当然であります。 

 将来を見据えた環境づくり、地域づくりなど

に、この市の進めているこの施策の進め方にち

ゃんと照らし合わせながら、道路整備にどのよ

うに反映させてきたのかということにつきまし

ては、まさにこれについては私も同じ一つの認

識であります。 

 ただ、地域づくりなどの住民のまちづくりに

ついては、地域住民のニーズを正しく捉え、行

政ニーズにまあいうところの構築するのが、一

つの一般的な手順として、これは当然のルール

としてあるわけでありますので、その認識につ

いては、私も多田議員も同じ認識に立つんでは

ないのかなというふうに思っております。 

 特に、自助、共助、公助という一つの視点か

ら、各課題に個人の一つの課題、地域の課題、

さらには市の課題などを分類しながら行政ニー

ズを特定し、このさまざまな施策を決定すると

いう過程においては、これは繰り返しますけど

も、極めて大事な手順であり、プロセスではな

いかなというように認識をいたしております。 

 ただ、一方、こういった道路や橋といったよ

うな社会インフラの整備においては、関係法等

の規制をちゃんと踏まえなければならない。 

 そこで繰り返します。客観的な安心、安全な

この基準に従うという、その制度をこれもまた

尊重しなければならない。そこをどうバランス

をとるのかということが、ただいまの多田議員

の一つの御質問の中の御指摘と、私がただいま

申し上げている認識の部分との一つの部分が、

地域住民の意向がきちんと反映されていないの

ではないのかなという認識につながったのでは

ないのかなというように思ったところでありま

す。 

 したがいまして、今後とも、これも原則であ

りますけども、丁寧な説明と合意形成にさらに

意を用いてまいりたいというように考えている

ところであります。 

○議長（浅沼幸雄君）  10番多田勉君。 

   〔10番多田勉君登壇〕 

○10番（多田勉君）  特にも今、市が進めてい

る小さな拠点づくりについての大事な時期でも

あると、そういった遠野の施策の方向づけとし

て、さまざまな事業に私は心を注いでいただき

たいと、そう願うものであります。 

 当地区においては、全く知らない状況で、今

の現状を目の当たりにしたという地区民も多々

おります。なおさら今後、高齢化が進んで、交

通の不自由な思いをする市民がふえることも従

来から言われてきたことであります。そういっ

たことを意識をしない、しないと言えば失礼か

もしれませんが、そういったことを優先に意識

しながら、遠野のあすの未来、そういったもの

に向かっての施策は私は総意で形成すべきであ

って、それが行政の関係法令のみならず、私は

地域住民とのそういった合意形成が本当に重要

な今の時代ではないのかなと、これからの行政

執行には欠かせない重要な案件であると私は認

識をしております。 

 今後、これがあの路線については全て終わっ

たというふうな理解のもとではなくて、これか

らもあそこの地域の愛宕、それから根岸線の沿

線の地区の方々と、やはりこれからもいろいろ

な意見の交換の場を持ちながら、よりよい地域

の予防整備なり、改善なりを今後も引き続いて

関係機関と協議をしていただきたいという思い

で、この質問は終わらせていただきます。 

 大項目２点目に入らせていただきます。 

 市内公共施設の整備計画と維持管理経費の見

込みについて、質問をさせていただきます。 

 現在まで整備されてきました市内施設と今後

予定する施設整備のランニングコストは長期的

見地に立って十分な検討、積算がされているの

かについて伺ってまいります。 

 市は、財政の将来見込みを示す中長期にわた

る財政計画に基づいて、市政運営の計画が策定

されておりますけれども、現在、市が保有する

施設のランニングコスト、これをどのように見

込んでいるのかであります。 
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 もちろんこの中には整備中の大型事業の千葉

家などもありますけれども、昨今では、市内の

公的施設ごとの将来見込みとその根拠に対する

市民が知りたいと思うことへの関心が非常に高

くなっております。 

 今後の計画策定に当たっては、将来のコスト

も提示してもらえるような当局の対応を求めな

がら、このような市民の意識を踏まえて質問を

いたします。 

 遠野市総合計画に基づいて、遠野市の施策の

推進が図られておりますけれども、その中の施

設等の整備について、将来の維持管理に係る経

費をどのように見込んでおられるのかについて

お伺いをしたいと思います。 

○議長（浅沼幸雄君）  本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君）  この施設のあり方、あ

るいはそれに伴ういろんな費用、コストの問題

等も含めながら、そのような一つの将来見通し

の中でどのように考えているのかという、その

ように見込んでいるのかという御質問でありま

した。 

 御案内のとおり、令和２年度の一般会計予算

は予算総額、いうところの前期基本計画を一つ

登載した事業の総点検と、さらに再構築を図る

ことといたしまして、総額172億5,000万円とし

て編成をいたし提案を申し上げているところで

あります。 

 過去10年で最も小さい予算規模でありますが、

この１年は遠野市の現状と課題をしっかりと分

析をし、そして、令和３年度からの後期基本計

画を円滑に移行する、スタートをさせるという

大変重要な１年でないかなというように認識を

いたしております。 

 一つの市政運営については、計画期間、平成

28年度から令和７年度までの10年間とする、こ

の第２次総合計画に基づきまして進めるという、

そのような現状であります。 

 もう一方においては、中期的な視点に立ちま

して、基本構想の実現を図るために、前期、後

期５カ年を計画期間とする基本計画により進め

なければなりません。 

 令和２年度は、前期基本計画の最終年度とい

うことになります。 

 基本計画策定においては、基本計画に連動し

た健全財政５カ年計画を策定し、計画期間内に

おける事業の推進と財政運営の健全性のバラン

スの確保を図ってまいらなければなりません。 

 また、健全財政５カ年計画を基本としながら、

変化する社会情勢や財政状況を勘案し、毎年度

予算編成においては見直しを図り、項目ごとに

削減割合などの目標値を立て、維持管理費を含

めた経費の抑制に全力を上げながら努めている

ところであります。 

 ハード事業と呼ばれる施設の整備も、それぞ

れの計画の中に位置づけ、施設整備に係る経費

だけではなく、完成後の維持管理費などのラン

ニングコストなどについても、更新前の施設の

経費や同類施設の経費の傾向なども参考にしな

がら、維持管理費を見込んでいるというような、

そのような作業を行っているところであります。 

 事業着手の段階で、詳細な維持管理費は積算

できない場合は、設計の段階や管理運営方法等

を検討した上で、財政計画に反映させなければ

ならないかという、そのような基本的なことの

繰り返しの中でしっかりとした進行管理を行っ

ていくということが大事じゃないかなというこ

とで、この基本的な一つの仕組みと手順を申し

上げて、答弁とさせていただきます。 

○議長（浅沼幸雄君）  10番多田勉君。 

   〔10番多田勉君登壇〕 

○10番（多田勉君）  やはり今、市長のほうか

らもそういった積算をしっかりと財政計画の中

に見込むというような考え方のようであります

けれども、私はこの質問に立っているのは、私

一人の考えじゃなくて、市民が今知りたいと思

っていることに対して私は質問をしております。

その辺を御理解をいただきながら、先ほども申

し上げましたけれども、さまざまな施設整備の

計画が出てまいりますけれども、今後、そのよ

うな事業の実施に当たっては、私は市民に周知

できるようなコストの提示も今後示していただ
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くように求めておきたいと思います。 

 総合計画、先ほど市長の答弁の中にもありま

したけれども、総合計画の期間中において、こ

れはまれではありますけれども、計画とは別の

新たな整備計画がまれに提案される例も見られ

ますけれども、これからの整備しようとする施

設などと、従来から計画されてきた総合計画と

の整合性はどのように図られているのかであり

ます。 

 事務事業の円滑な執行という観点から見たと

きに、本来の計画そのものの変更等が生じてく

ると思いますけれども、それらのその後の扱い

についてはどのようにお考えなのか、市長の所

見をお伺いします。 

○議長（浅沼幸雄君）  本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君）  このただいまの御質問

でありますけども、これだけ急激なこの世界情

勢も含めての変化というところにどのように対

応していくのかとなれば、やっぱり柔軟性と弾

力的な一つの対応が求められているのではない

のかなということが、まず基本にあるのではな

いのかなと思っております。 

 また、これも繰り返しになりますけども、市

民の皆様のニーズにどのようにしっかりと向き

合うのかということも、またこれも基本としな

ければなりません。したがいまして、計画があ

る、また計画に位置づけられたからそれに基づ

いて行うという中じゃなくて、このような変化

にどのように対応していくのか、社会情勢ある

いは国や県の施策にもしっかりと向き合いなが

ら整合性をとっていかなければならない。その

ような中での見直しが必要になってくるという

ことも含めまして、この計画そのものは５つの

大綱に基づきまして進めているわけであります

けども、もう一つの向こう３カ年の計画につい

ては、毎年この策定方針を定めながら、総合計

画実施計画そのものについての見直しを行いな

がら、弾力性あるいは柔軟性、あるいはそうい

った変化にしっかりと向き合うような作業を行

っているということでありますし、もちろんそ

の背景には市民の皆様のニーズといったものに

どう向き合うかということも、一つの意向を踏

まえながらの見直しということになろうという

ふうに思っておりますので、そういった弾力性、

柔軟性、そしてまた変化ということについても

おそれず、あるいは立ちどまることにも、ある

いは引き返すことにも一つの大きな勇気を持ち

ながら、やっぱり対応していかなきゃならない

という部分が求められているのではないのかな

というように承知をいたしておりますので、御

了承いただければと思います。 

○議長（浅沼幸雄君）  10番多田勉君。 

   〔10番多田勉君登壇〕 

○10番（多田勉君）  市全体施設の維持管理経

費に対する将来の市民負担をどのように認識し

ているのかと。やはり最終的に負担するのは市

民であります。そのことも含めて、市民に十分

に示すという市の行政の立場も今後努めていた

だきたい。 

 人口の減少が見込まれる中で、厳しい将来像

が浮かんできておりますけれども、現在の遠野

市が今後取り組まなければならない大きな課題

はインフラ整備であると私は認識しております。 

 市道の未改良分、あるいは橋梁の老朽化に対

する対応、そしてまた水道管の老朽化による更

新など、未来を担う次世代に残していかなけれ

ばならない重要な生活基盤への課題が山積して

おります。 

 どのような遠野市を将来の子どもたちに引き

継ごうとしているのか、決してこの維持管理経

費の負担が多くを占めるようなことを、我々は

引き継ぐようなことは避けるように我々も努力

していかなければならないというふうに、私は

常に考えておりますが、そういったことに対す

る市長の所見をお伺いいたします。 

○議長（浅沼幸雄君）  本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君）  厳しい行財政事情の中

で生き残りをかけながら、したたかに一つの遠

野の底力を発揮し、そして、地域の振興を図っ

ていくのかということにつきましては、ただい
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ま申し上げたような一つの認識の中で、御質問

いただいたような認識の中で取り組んでいかな

ければならないということについては、多田議

員と私の認識も同じではないのかなというふう

に捉えているわけでありますけども、具体的に、

その市民負担の部分も含めながら、どのように

ということになれば、基本的な一つの取り組み

の中での認識を示しながら答弁を申し上げたい

というように思っております。 

 施設のこの維持管理には、当然経費がかかり

ます。この経費の一部は施設を利用する場合に

負担していただく施設利用料あるいは入館料な

どで賄われているわけでありますが、公共施設

においては、その多くがいうところの公費とい

ったものが充てられているということも御案内

のとおりであります。 

 使用料については、現在、第３次健全財政５

カ年計画の中で、受益者負担の適正化を図るこ

とといたしまして、３年に一度の周期で利用料

金等の適正額を審査いたしまして、現実との乖

離を生じるものについては見直しを行っており

ます。 

 また、社会情勢の変化や人口減少に伴う利用

需要の変化に加え、約４割のこの施設が築30年

を迎えており、今後、維持管理、改修または更

新等の費用が増加していくということは、これ

は見込まれるということは当然というよりも、

そのような現状にあるということであります。

約４割であります。 

 また、財政面においても、地方交付税の減少

が見込まれる中におきまして、少子高齢化のこ

の一つの進行に伴いまして、社会保障関連経費

や施設の維持管理費なども増加しているという

ことも、そのとおり認識をいたしております。 

 遠野市における公共施設のこういった現状を

把握しながら適正な規模、あり方といったもの

を見直しをするとともに、長期的な視点をもっ

て施設の更新、継続あるいは長寿命化など、計

画的に実施していく必要があるということも踏

まえて、平成28年でありますけども、３月であ

りますけども、遠野市公共施設等総合管理計画

を策定しておりまして、さらには平成29年８月

に施設ごとの個別計画を策定いたしまして、総

合計画実施計画や予算との整合性を図りながら

取り組んでおります。 

 また、既存施設の有効活用や電気設備のＬＥ

Ｄ化などの省エネルギー化、さらには指定管理

者制度による管理運営の効率化を図るという中

で、経費の節減に努めてまいりたいというふう

に考えているところでありますので、基本的な

認識の中で、こういう仕組みの中で緊張感を持

って対応していることを答弁で申し上げました

けども、やはりそれはそれといたしましても、

やっぱり臨機応変、そしてまた一つの判断、そ

してそれに伴う一つの結論を見出しながら、や

はりこの社会変化の状況に応じて、約４割に上

る公共施設等について、どのように位置づけて

いくか等について、よほどの緊張感と覚悟を持

って取り組まなければならないんじゃないのか

なというように、私自身認識をしておりますの

で、その認識をつけ加えまして答弁とさせてい

ただきます。 

○議長（浅沼幸雄君）  10番多田勉君。 

   〔10番多田勉君登壇〕 

○10番（多田勉君）  先ほど同僚議員の質問の

中でも触れておりました。 

 卒業シーズンを迎えて遠野を去る子ども、そ

ういった遠野の子どもがやっぱり遠野さ帰って

暮らしてえと思えるような遠野を築いていくの

が、今の我々の責任、仕事だと思います。 

 当局も私も含めて、そのような気持ちを忘れ

ないで、私は職務執行に当たっていただきたい

というふうに思うところであります。 

 最後に、さきに計画され用地買収をしながら

も、当初は財源の確保がまだ見通せないという

ことで現在まで経過してきた経緯がありますけ

れども、これは鱒沢地区センターのことであり

ますけれども、前回、私の一般質問に対し、市

長は「定住人口の確保機能など総合的に検討し

ている。地域と密着した体制をという認識で考

えている」とそのような答弁でございました。 

 財源を私たちは、財源の確保が厳しいと、そ
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れが今までの述べてきた原因として我々も理解

してきたところでありますけれども、その市長

の先般の答弁を踏まえまして、それまでの段階

では地区とのいろんな協議をしながら合意形成

を図ってきたといった流れを踏まえてお聞きを

しますけれども、どの段階でその定住人口とい

う、先ほど市長の答弁の話を私しましたが、そ

のような計画に変わったのか、私も十分把握し

ていないかもしれませんので、地域と協議して

きたものなのか、むしろ前回そのような市長の

答弁を聞いてみると、施設の内容、規模が変わ

ってくることによって、さらなる財源の増加が

伴うんじゃないのかなというふうな気がしてな

らないわけであります。 

 いずれ、現在進めようとする新たな施設整備

計画は、鱒沢地区センターなどの既に計画され

てきた施設整備に財政的影響を及ぼすことはな

いのか伺いたいと、このことは進めようとする

小さな拠点づくりに大きな課題として捉えざる

を得ないということを申し上げて、市長の答弁

をお願いいたします。 

○議長（浅沼幸雄君）  本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君）  ただいまこの鱒沢地区

センターについて、私の前回の答弁も引き合い

に出しながら、いつから変わったのかというそ

のような御質問でありました。 

 これいつから変わったというよりも、平成28

年にこの鱒沢地区センター整備検討委員会が立

ち上がりまして、それぞれの委員会でもって丁

寧な議論を重ねながら、提言書をいただきなが

ら検討を進めてきたという一つのその中におき

まして、財政問題等もいろいろ議論されました。

１町10カ村、11町10カ村ではありません。11地

区の中で唯一地区センターが設置されていない

のは鱒沢地区、だから新設ということになるわ

けであります。そのために、用地の手当もして

きた、また民間の方々からもその土地の提供も

いただきながら、協力をいただきながら、その

土地を一つはそこの中に確保をしてきたと、そ

の一つの確保した土地の現場に立ったときに、

さまざまなことが今御質問の中にありましたと

おり、これからどのようなコミュニティーを持

続可能なコミュニティーといったものをどのよ

うにあそこの中に形づくるのが一番ベターなん

だろうかと、ベストまで行かなくてもベターな

んだろうかということを考えたわけであります。 

 単なる、言葉はちょっと乱暴な言葉になるか

もしれませんけども、鱒沢地区の集会所として

の地区センターではない。その中に鱒沢保育園

の問題も存亡の危機に立っております。鱒沢小

学校も統廃合という中における一つの将来の見

通しの中で、それこそ一昨年でありますか、入

学式に行きました。一人の入学者でありました。

そのような現状も踏まえれば、あの中に子育て

という一つの中で定住人口を確保できるような

土地利用ができないだろうか、そうすることに

よって、例えば宮守インターは大船渡までの10

7号線の起点となるわけであります。そういっ

た中におきまして、鱒沢のあの地区の拠点性を

どう生かしたらいいだろうか、北上、花巻との

アクセスをうまく生かせないだろうか、いろん

なことが頭の中を駆け巡りました。その中で、

土地利用をどのように考えるとなれば、財政難

もあるということも踏まえれば、やっぱり将来

を見通した夢のある一つの形をあそこに求めら

れないだろうかと、それを求める場合において

は、民活をうまく活用できないだろうか、その

中でさまざまな福祉の問題、あるいは一つの子

育ての一つのプロジェクトの問題、あるいは高

齢者の方々の一つの安心してくつろげるような

一つの憩いの場の問題、さらには地域づくりと

いう中で、小さな拠点の中に起きる地域の活性

化も一つの拠点、さまざまな一つの切り口の中

で、あの土地をうまく活用できるような一つの

アイデアと手法がないだろうかと、もう少し立

ちどまって考えてみてはどうかという中で、担

当のほうにその話をしながら、つくらないわけ

ではない、建てないわけじゃない、だけども、

将来にしっかりと利活用できるような有効で持

続可能なコミュニティーはその中に見出すとい

うような、そのような一つのプロジェクトにも
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って、そして小さな拠点の一つのモデル事例の

ようなものに一つのプロジェクトとして位置づ

けることができないだろうかと、なんとかそれ

に近づけたいものだなというような中で、今立

ちどまって、さまざまな検討を進めているとい

う状況でありますので、その辺のところの御理

解もまたいただければというように思っており

ます。 

 あそこの老人憩いの家と就業改善センターに

ついては、解体についても大変多額な費用がか

かるという報告も受けているところであります

ので、その辺の一つの整合性を図りながら、も

う一方においては繰り返しますけども、総合計

画あるいは実施計画、そのような一つの整合性

も図りながら、小さな拠点による地域づくりと

いうものについてもいよいよ令和２年度は正念

場でありますので、その辺の一つのタイミング

を見計らいながら、土地利用を考えていきたい

という、そのような認識のもとに、今この鱒沢

地区センターをさまざまな角度から検討してい

るということで、一つ御理解をいただければと

いうことを申し上げて、答弁とさせていただき

ます。 

○議長（浅沼幸雄君）  10番多田勉君。 

   〔10番多田勉君登壇〕 

○10番（多田勉君）  答弁の中には鱒沢保育園、

それから鱒沢小学校も出てまいりました。ただ、

私はあの地域に説明に入った最初の話に対して、

あそこの用地、土地所有者が大分御理解と御協

力をしてもらったと私は理解しています。 

 その提供者の方々が、なぜ進まないんだと、

用地を譲ってくださいと言われた際には、ちゃ

んと平成、今では令和２年ですが、工事発注を

して、令和３年度供用開始といった中での地域

の方々の理解と協力をいただいてきたというの

は、これは事実でありますから、そういった中

で、やはりいろんなメニューがそこに膨らんで

きたということになると、やっぱりどうしても

財源のいろんな事業とか実施する際の予算の確

保が厳しいというこの情勢の中で、なおさらま

た延長、おくれるのではないかなという危惧を

されるわけであります。 

 やはりそういったいろいろな当初からの関係

者の理解と協力をいただいてきたという経緯を

踏まえれば、やはり市長がおっしゃっているい

ろんな定住人口等の機能、そういったものの総

合的な考え方も、それは私は否定するものでは

ありません。ただ、当初から地域の地権者なり、

多くの地域住民に話を示してきたそのことに私

はもう少し理解をしているとは思いますが、そ

ういったことを踏まえれば、地区センターその

ものをあの広いスペースの位置づけの中で、ど

のように配置をしていくかということが私は判

断なのではないかなというふうに思うわけであ

りまして、その辺のまだまだ地域の方々に理解

を得られていない現実でありますので、できれ

ば、今私が申したことに市長の御答弁をいただ

きたいものだなと思います。 

○議長（浅沼幸雄君）  本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君）  繰り返しの答弁になり

ますけども、やらないというわけではない。た

だ、新設の中で一つ取り組むプロジェクトであ

るので、やっぱり将来の見通しをしっかり持っ

た中で、多用途あるいは多目的、あるいはさま

ざまな一つのニーズに応えるような、そのよう

な一つの拠点性を持った施設に持っていけない

だろうか、そのためにはいうところの民活の活

用なども視野に入れながら、財源の問題は、そ

の民活ということにも求めるわけでありますけ

ども、そのような方法で何かいいアイディアは

ないだろうか、もう少しみんなで知恵を出して

みようという中で、今立ちどまっているという

ことでありまして、何もこれまでの進めてきた

地域住民の皆様の検討委員会、あるいはさまざ

まな議論といったものをどうでもいいんだとい

うような認識の中で立ちどまっているわけでは

ない、その一つ地域住民の皆様の思いも重く受

けとめながら、冷静な判断をその中に必要とし

ているのではないのかなということで、あえて

立ちどまっているという、その今の立場を一つ

御理解をいただければというように思っており
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ます。 

○議長（浅沼幸雄君）  10番多田勉君。 

   〔10番多田勉君登壇〕 

○10番（多田勉君）  ぜひ市長の考え、それも

市政運営の一つの手法だろうと私は理解をしま

すけれども、一方のやはり地域の思い、そうい

ったものに応えると、それはすぐ物で応えなく

ても、言葉なり姿勢で応えるということも一つ

の手法だろうと私は思います。そういったとこ

ろのつながりが途切れるようなことがないよう

に、私はしっかりとその辺を進めていただきた

いと、それが市民と行政の一体的な市の発展を

生み出す意識のあらわれというふうに私は理解

をして、一般質問を終わります。 

○議長（浅沼幸雄君）  これにて一般質問を終

了いたします。 

────────────────── 

   休会の議決   

○議長（浅沼幸雄君）  ３月４日及び５日の２

日間は、委員会審査のため休会いたしたいと思

います。これに御異議ありませんか。 

   〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（浅沼幸雄君）  御異議なしと認めます。 

 よって、３月４日及び５日の２日間は、休会

することに決しました。 

────────────────── 

   散  会   

○議長（浅沼幸雄君）  以上で、本日の日程は

全部終了いたしました。 

 本日はこれにて散会いたします。御苦労さま

でした。 

   午後３時18分 散会   



－ 126 － 

 


